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Ito Medical Association
特　集伊東市医師会の責務特　集 伊東市医師会の責務

　
　
　
報
い
と
う
平
成
29
年
10
月

　
　
　
号
︵
№
１
０
６
６
︶
に
掲

載
し
た
﹁
特
集
　
伊
東
市
医
師
会

の
責
務
﹂
の
続
編
で
す
。

　
　
　
東
市
医
師
会
役
員
が
、
今

　
　
　
年
６
月
に
交
替
し
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
新
メ
ン
バ
ー
を
中
心

に
地
域
医
療
に
貢
献
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
健
康
を
守
り
ま
す
。
現

在
の
医
師
会
の
業
務
は
次
の
５
点

を
柱
と
し
て
い
ま
す
。

❶
高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
介
護

　
を
受
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

❷
増
加
が
見
込
ま
れ
る
認
知
症
へ

　
の
対
応

❸
病
気
や
要
介
護
状
態
に
な
ら
な

　
い
た
め
の
予
防
医
学

❹
災
害
時
・
急
病
時
の
災
害
救
急

　
医
療

❺
子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
管
理
し
、

　
安
心
し
て
子
育
て
が
行
え
る
環

　
境
を
つ
く
る
母
子
保
健
事
業

　
　
　
東
市
医
師
会
の
皆
さ
ん
は
、

　
　
　
市
民
の
皆
さ
ん
が
﹁
安
心
﹂

し
て
医
療
を
受
け
、﹁
安
全
﹂
に
在

宅
で
生
活
で
き
、﹁
安
定
﹂
し
た
医

療
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
日
夜
活
動
し
て
い
ま
す
。

t
伊
東
市
医
師
会

　☎
（37）
8
9
2
5

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
る
た

め
、
頑
張
り
ま
す
！

　
　
　
長
に
再
選
さ
れ
、
今
年
６

　
　
　
月
か
ら
、
ま
た
２
年
間
、

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
伊
東
市
民
の
健
康
を
守
る
た

め
、
引
き
続
き
伊
東
市
医
師
会
の

活
動
の
推
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
東
市
医
師
会
は
、
地
域
の

　
　
　
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
健

康
維
持
や
医
療
介
護
連
携
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
医
師
会
員
は
、
救
急
医

療
、
各
種
健
診
事
業
、
各
種
予
防

接
種
、
母
子
保
健
事
業
、
健
康
教

育
講
座
、
学
校
保
健
事
業
な
ど
の

様
々
な
活
動
を
通
し
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
の
健
康
管
理
と
病
気
の
治

療
に
日
夜
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
　
　
康
管
理
や
病
気
に
つ
い
て

　
　
　
何
か
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
か
か
り
つ
け
医
や
医
師
会

に
相
談
を
し
て
く
だ
さ
い
。

広伊

伊

会伊健 第38代会長
山本佳洋医師（山本医院）

伊東市医師会の責務
地域包括ケアシステムの構築に向けて

特集
続

青木クリニック

なかむら内科・消化器内科クリニック

むらかみ小児科クリニック

上山
レデ
ィー
スク
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ック

高野
医院

やま
もプ
ラザ

ファ
ミリ
ーク
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ック
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やな
ぎ
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特　集伊東市医師会の責務特　集 伊東市医師会の責務

　
　
　
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

　
　
　
構
築
に
向
け
、
伊
東
市
医

師
会
で
は
、
在
宅
療
養
後
方
支
援

病
院
で
あ
る
伊
東
市
民
病
院
と
連

携
し
、
在
宅
医
療
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
師
会
内
に

在
宅
医
療
関
係
医
師
の
連
絡
会
を

設
け
、
在
宅
医
療
の
推
進
に
向
け

た
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　
　
　
ら
に
、
市
と
連
携
し
て
、

　
　
　
医
療
・
介
護
マ
ッ
プ
の
作

成
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
の
研

修
の
実
施
、
医
療
と
介
護
の
関
係

者
間
で
の
相
互
理
解
や
情
報
共
有

を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
在
宅

療
養
を
す
る
患
者
と
家
族
を
支
え

る
た
め
、
医
師
を
は
じ
め
看
護

師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

多
く
の
専
門
職
が
﹁
チ
ー
ム
﹂
と

な
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
﹁
シ
ズ

ケ
ア
＊
か
け
は
し
﹂
の
運
用
推
進

を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
岡
県
医
師
会
も
、
地
域
の

　
　
　
医
療
施
策
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
特

に
高
齢
化
率
が
高
い
伊
東
市
に
つ

い
て
は
、
県
内
同
一
の
医
療
施
策

で
は
十
分
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
に
合
っ
た
医
療
施
策
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
６
月
に
は
、
伊
東
市
民

病
院
管
理
者
の
荒
堀
憲
二
医
師
が
、

静
岡
県
医
師
会
理
事
に
就
任
し
ま

し
た
。
静
岡
県
医
師
会
と
伊
東
市

医
師
会
の
よ
り
一
層
の
連
携
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　伊
東
市
医
師
会
の

　
　
　啓
発
活
動

　
　
　
年
は
﹁
自
分
ら
し
い
最
期

　
　
　
を
迎
え
る
た
め
に
﹂
を
テ

ー
マ
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
実
施
さ

れ
た
市
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
初
の
試
み
で
あ
り
、
普
段
、

交
流
す
る
機
会
が
少
な
い
医
療
や

介
護
の
専
門
職
の
皆
さ
ん
と
市
民

の
皆
さ
ん
の
約
１
３
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
生

き
方
︵
逝
き
方
︶
を
一
緒
に
考
え
、

お
互
い
の
現
状
や
思
い
を
知
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

地
域
の
皆
さ
ん
を
交
え
た
様
々
な

活
動
を
通
し
、
在
宅
医
療
と
介
護

の
連
携
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
東
市
の
65
歳
以
上
人
口
は

　
　
　
30
年
9
月
末
現
在
、
２
万

８
６
7
5
人
で
、
全
人
口
の
41
・

3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
高
齢
化

率
は
、
県
の
平
均
の
28
・
７
％
︵
30

年
４
月
現
在
︶
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
75
歳
以
上
の

人
口
は
１
万
４
7
1
4
人
で
、
全

人
口
の
21
・
2
％
︵
30
年
9
月
末

現
在
︶
に
な
り
ま
す
。
団
塊
の
世

代
︵
約
８
０
０
万
人
︶
が
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
以
降
は
、

医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

る
高
齢
者
や
地
域
か
ら
孤
立
す
る

高
齢
者
の
増
加
、
高
齢
者
を
支
え

る
人
口
が
不
足
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
︵
表
１
︶
。

　
　
　
の
た
め
、
国
で
は
医
療
や

　
　
　
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
﹁
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
﹂
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
高
齢
化
が
特
に
進
ん
だ
伊
東

市
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
急
務
で
あ
り
、
伊
東

市
医
師
会
も
様
々
な
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

0人
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×

地

静

今

さ 伊

そ

到来した超高齢社会

いつまでも住み慣れた地域で

伊
東
市
の
高
齢
化
率
は

県
平
均
を
大
幅
超
え

求
め
ら
れ
る

在
宅
医
療
・
介
護
連
携

静
岡
県
医
師
会

　
　
　
　
　伊
東
市
医
師
会

41.3％

※人口推計は、27年〜29年9月末における住民基本台帳
　の年齢別人口、人口変化率を使用し、国勢調査、人口
　問題研究所の推計値を参考にして算出しています。

38.0％

39.0％

40.0％

41.0％

42.0％

43.0％

44.0％

45.0％

伊東市の高齢化率（表１）

6,513人

28,474人

平成29年

0～14歳人口

平成30年 平成31年
（推計）

平成32年
（推計）

平成35年
（推計）

平成37年
（推計）

40.6％

14,156人

6,243人

28,675人

41.3％
14,714人

6,072人

28,876人

41.9％

15,341人

5,876人

28,857人

42.3％

15,584人

5,335人

28,594人

43.5％

17,090人

5,002人

28,366人

44.3％

17,985人

65歳以上人口 75歳以上人口 高齢化率

　　　年６月から静岡県医師会理事を拝命し、総務、
　　　地域医療、母子保健、学術の４部門に関わって
います。中でも地域医療部は、地域の医師会長や県内
主要病院の院長を集めて今後の地域医療を話し合う部
門です。病院の医療だけでなく、「シズケア＊かけは
し」というＩＣＴを用いた地域包括ケアの推進、地域
の医師不足や後継者問題などの課題も扱います。静岡
県医師会・伊東市医師会・伊東市民病院が一つになっ
て、市民の皆さんや来遊客の皆さんに、より良い医療
が提供できる体制づくりに尽力したいと思います。

県と市の連携を高めていきます

今

静岡県医師会理事
荒堀憲二医師

（伊東市民病院管理者）

伊東市医師会副会長
木村博光医師（木村整形外科クリニック）

包括的かつ継続的な
在宅医療と介護の提
供を目指しています
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と
介
護
の
関
係

者
間
で
の
相
互
理
解
や
情
報
共
有

を
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
在
宅

療
養
を
す
る
患
者
と
家
族
を
支
え

る
た
め
、
医
師
を
は
じ
め
看
護

師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
・
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

多
く
の
専
門
職
が
﹁
チ
ー
ム
﹂
と

な
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
活
用
し
適
切
な
ケ
ア
の
提
供
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
シ
ス
テ
ム
﹁
シ
ズ

ケ
ア
＊
か
け
は
し
﹂
の
運
用
推
進

を
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
岡
県
医
師
会
も
、
地
域
の

　
　
　
医
療
施
策
に
つ
い
て
検
討

を
行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
で
も
特

に
高
齢
化
率
が
高
い
伊
東
市
に
つ

い
て
は
、
県
内
同
一
の
医
療
施
策

で
は
十
分
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
自
治
体
に
合
っ
た
医
療
施
策
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
６
月
に
は
、
伊
東
市
民

病
院
管
理
者
の
荒
堀
憲
二
医
師
が
、

静
岡
県
医
師
会
理
事
に
就
任
し
ま

し
た
。
静
岡
県
医
師
会
と
伊
東
市

医
師
会
の
よ
り
一
層
の
連
携
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

　
　
　伊
東
市
医
師
会
の

　
　
　啓
発
活
動

　
　
　
年
は
﹁
自
分
ら
し
い
最
期

　
　
　
を
迎
え
る
た
め
に
﹂
を
テ

ー
マ
に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
実
施
さ

れ
た
市
民
参
加
型
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
は
、
初
の
試
み
で
あ
り
、
普
段
、

交
流
す
る
機
会
が
少
な
い
医
療
や

介
護
の
専
門
職
の
皆
さ
ん
と
市
民

の
皆
さ
ん
の
約
１
３
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

通
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
生

き
方
︵
逝
き
方
︶
を
一
緒
に
考
え
、

お
互
い
の
現
状
や
思
い
を
知
る
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
も

地
域
の
皆
さ
ん
を
交
え
た
様
々
な

活
動
を
通
し
、
在
宅
医
療
と
介
護

の
連
携
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
、
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
く
予
定
で
す
。

　
　
　
東
市
の
65
歳
以
上
人
口
は

　
　
　
30
年
9
月
末
現
在
、
２
万

８
６
7
5
人
で
、
全
人
口
の
41
・

3
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
高
齢
化

率
は
、
県
の
平
均
の
28
・
７
％
︵
30

年
４
月
現
在
︶
を
大
き
く
上
回
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
75
歳
以
上
の

人
口
は
１
万
４
7
1
4
人
で
、
全

人
口
の
21
・
2
％
︵
30
年
9
月
末

現
在
︶
に
な
り
ま
す
。
団
塊
の
世

代
︵
約
８
０
０
万
人
︶
が
75
歳
以

上
と
な
る
２
０
２
５
年
以
降
は
、

医
療
や
介
護
が
必
要
な
状
態
に
な

る
高
齢
者
や
地
域
か
ら
孤
立
す
る

高
齢
者
の
増
加
、
高
齢
者
を
支
え

る
人
口
が
不
足
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
︵
表
１
︶
。

　
　
　
の
た
め
、
国
で
は
医
療
や

　
　
　
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

と
な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の

最
期
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提

供
さ
れ
る
﹁
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
﹂
の
構
築
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
高
齢
化
が
特
に
進
ん
だ
伊
東

市
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
が
急
務
で
あ
り
、
伊
東

市
医
師
会
も
様
々
な
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。

0人

5,000人

10,000人

15,000人

20,000人

25,000人

30,000人

35,000人

×

地

静

今

さ 伊

そ

到来した超高齢社会

いつまでも住み慣れた地域で

伊
東
市
の
高
齢
化
率
は

県
平
均
を
大
幅
超
え

求
め
ら
れ
る

在
宅
医
療
・
介
護
連
携

静
岡
県
医
師
会

　
　
　
　
　伊
東
市
医
師
会

41.3％

※人口推計は、27年〜29年9月末における住民基本台帳
　の年齢別人口、人口変化率を使用し、国勢調査、人口
　問題研究所の推計値を参考にして算出しています。

38.0％

39.0％

40.0％

41.0％

42.0％

43.0％

44.0％

45.0％

伊東市の高齢化率（表１）

6,513人

28,474人

平成29年

0～14歳人口

平成30年 平成31年
（推計）

平成32年
（推計）

平成35年
（推計）

平成37年
（推計）

40.6％

14,156人

6,243人

28,675人

41.3％
14,714人

6,072人

28,876人

41.9％

15,341人

5,876人

28,857人

42.3％

15,584人

5,335人

28,594人

43.5％

17,090人

5,002人

28,366人

44.3％

17,985人

65歳以上人口 75歳以上人口 高齢化率

　　　年６月から静岡県医師会理事を拝命し、総務、
　　　地域医療、母子保健、学術の４部門に関わって
います。中でも地域医療部は、地域の医師会長や県内
主要病院の院長を集めて今後の地域医療を話し合う部
門です。病院の医療だけでなく、「シズケア＊かけは
し」というＩＣＴを用いた地域包括ケアの推進、地域
の医師不足や後継者問題などの課題も扱います。静岡
県医師会・伊東市医師会・伊東市民病院が一つになっ
て、市民の皆さんや来遊客の皆さんに、より良い医療
が提供できる体制づくりに尽力したいと思います。

県と市の連携を高めていきます

今

静岡県医師会理事
荒堀憲二医師

（伊東市民病院管理者）

伊東市医師会副会長
木村博光医師（木村整形外科クリニック）

包括的かつ継続的な
在宅医療と介護の提
供を目指しています
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特　集伊東市医師会の責務特　集 伊東市医師会の責務

　
　
　
東
市
医
師
会
で
は
、
24
時

　
　
　
間
３
６
５
日
切
れ
目
な
い

在
宅
診
療
の
提
供
を
目
指
す
と
と

も
に
、
行
政
や
歯
科
医
師
会
、
薬

剤
師
会
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど

の
専
門
職
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

t
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
(32)
１
５
6
1

　
　
　
東
市
民
病
院
が
、
今
年
９

　
　
　
月
に
静
岡
県
の
指
定
を
受

け
、
地
域
医
療
支
援
病
院
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
伊
東
市
医
師
会

や
地
域
の
診
療
所
は
伊
東
市
民
病

院
と
の
更
な
る
連
携
を
進
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
医
療
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
　
　
齢
化
に
伴
い
、
認
知
症
高

　
　
　
齢
者
の
増
加
も
見
込
ま
れ
、

２
０
２
５
年
に
は
約
７
０
０
万
人
、

実
に
高
齢
者
の
約
５
人
に
１
人
が

認
知
症
に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応

す
る
た
め
、﹁
認
知
症
に
な
っ
て
も

本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い

環
境
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
﹂
の
実
現

を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
の
た
め
の
施
策
の
一
つ
と

　
　
　
し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

医
を
は
じ
め
と
し
た
複
数
の
専
門

職
で
構
成
さ
れ
る
、
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
を
市
内
５
圏
域

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
29

年
2
月
に
開
設
さ
れ
た
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
を
と

り
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や
そ

の
家
族
に
対
し
、
初
期
の
支
援

︵
医
療
や
介
護
の
導
入
・
調
整
な

ど
︶
を
包
括
的
・
集
中
的
に
行
い

認
知
症
高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
尿
病
は
合
併
症
が
怖
い
！
﹂

　
　
　
と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん

ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。
高
血
糖
の

状
態
が
長
期
間
続
く
と
全
身
の
動

脈
硬
化
が
進
行
し
ま
す
。
す
る
と
、

毛
細
血
管
の
塊
で
あ
る
腎
臓
の
糸

球
体
で
細
か
な
血
管
が
壊
れ
、
老

廃
物
を
ろ
過
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
糖
尿
病
性
腎
症
を
発
症
し
、

進
行
す
る
と
﹁
人
工
透
析
﹂
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
東
市
の
透
析
患
者
数
は
、

　
　
　
21
年
〜
25
年
で
約
１
・
３

倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
28
年
度

伊
東
市
国
保
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
で

は
、﹁
透
析
﹂
に
関
す
る
診
療
行
為

が
行
わ
れ
て
い
る
患
者
数
は
１
０

８
人
、
そ
の
う
ち
Ⅱ
型
糖
尿
病
を

基
礎
疾
患
に
持
つ
患
者
数
は
63
人

︵
58
・
３
％
︶
で
し
た
。
日
本
透
析

医
学
会
の
統
計
調
査
に
よ
る
と
28

年
末
人
工
透
析
の
原
疾
患
は
、
糖

尿
病
性
腎
症
が
38
・
８
％
と
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
伊
東
市

は
こ
れ
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
尿
病
性
腎
症
は
、
段
階
を

　
　
　
経
て
病
気
が
進
行
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け
、

食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を

改
善
し
て
、
基
礎
疾
患
で
あ
る
糖

尿
病
の
重
症
化
を
防
止
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　
　
こ
で
、
伊
東
市
で
は
、
伊

　
　
　
東
市
医
師
会
と
連
携
し
、

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
に
向

け
た
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。
医

療
と
保
健
の
両
輪
で
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
を
守
る
支
援
を
し
ま
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業

　
　
　
定
健
診
な
ど
の
受
診
者
で
、

　
　
　
糖
尿
病
性
腎
症
の
リ
ス
ク

が
あ
る
人
に
対
し
、
受
診
勧
奨
や

健
康
相
談
に
よ
っ
て
、
腎
不
全
や

人
工
透
析
へ
の
移
行
を
防
止
し
ま
す
。

❶
﹁
要
医
療
﹂
﹁
要
精
密
検
査
﹂
と

　
判
定
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
医

　
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
い

　
ま
す
。

❷
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣

　
の
改
善
を
支
援
す
る
た
め
、
各

　
種
健
康
教
室
を
行
い
ま
す
。

❸
か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
、
医

　
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、

　
健
康
相
談
や
栄
養
指
導
な
ど
の

　
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
伊
東
市
国
保
で
は
、
生
活
習
慣

病
の
早
期
発
見
・
予
防
の
た
め
、

６
月
〜
９
月
に
、
加
入
者
︵
40
歳

〜
74
歳
︶
を
対
象
に
、
特
定
健
診

を
行
い
ま
し
た
。

　ま
だ
特
定
健
診
の
結
果
を
　
　

受
け
取
っ
て
い
な
い
人
へ
　
　

　
特
定
健
診
の
結
果
は
、
体
の
状

態
を
知
る
大
切
な
情
報
で
す
。
受

診
し
た
医
療
機
関
に
11
月
中
に
取

り
に
行
き
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

特
定
健
診
を
受
け
な
か
っ
た
人
へ

こ
の
よ
う
な
人
は
健
康
推
進
課
に

結
果
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
　

　
詳
し
く
は
、
５
月
下
旬
に
郵
送

し
た
受
診
券
に
同
封
し
て
あ
る
水

色
の
﹁
他
健
診
︵
検
査
︶
結
果
提

供
用
紙
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
右

記
の
よ
う
な
提
供
で
き
る
結
果
が

な
い
人
は
、
健
康
推
進
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
市
に
結
果
提
供
す
る
の
？

　
特
定
健
診
の
目
標
受
診
率
は
60

％
と
な
っ
て
お
り
、
他
健
診
︵
検

査
︶
の
結
果
も
受
診
率
に
反
映
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
結
果
の
提
供
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

結
果
を
基
に
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
５
年
、
10
年
先
も
健
康
で
い

る
た
め
に
、
無
料
の
特
定
保
健
指

導
も
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

高そ伊

伊
　　　東市民病院は、このたび静岡県より指定を受け、地域医療支援病院と
　　　なりました。当院は、これまでも伊東市と周辺地域における地域医療
の中核として機能の充実を図ってきました。救急を中心とした急性期診療に
ついては、文字通り24時間365日あらゆる疾病について、軽症から重症に
いたるまで断らない患者受け入れを実践しており、当地区唯一の総合病院と
しての使命感を持って取り組んでいます。
　　　域包括ケアシステムへの関わりについては、地域医療支援病院として
　　　の新たな、そして大きなミッションであると考えています。伊東市医
師会や介護・福祉・行政の皆さんと連携し、さらに
市民の皆さんと一体となって、地域包括ケアに取り
組んでいきたいと思います。オール伊東で、医療・
介護・福祉を包括したシステムを確立し、住み
やすいモデル地区・伊東を目指して努力してい
きます。今後とも市民の皆さんのご支援をよろ
しくお願いします。

「地域医療支援病院」としての責務を果たしていきたい

伊

地

一次医療を担う「かかりつけ
医」を支援し、専門外来や入
院、救急医療など地域医療の
中核を担う体制を備えた病院
のこと

高
齢
化
に
伴
う

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
…

地
域
全
体
で
高
齢
者
を

支
え
る
体
制
づ
く
り

伊東市民病院 病院長 川合耕治医師

！ 地域医療支援病院とは

伊東市医師会 × 伊東市民病院

「
糖伊

糖そ特

伊東市医師会と
　　健康推進課の取組

職場の健診がある

人間ドックを受ける

現在通院中で
検査をしている

t健康推進課
　☎52−3051

t健康推進課
　☎32−1583

特定健診は
いかがでしたか？

t伊東市民病院
　☎37−2626

病診連携を
大切にしています

腎臓を守ろう！

健診結果は、今後の生活
習慣に生かしてください！

健診結果が要治療
・要再検査などだ
った人は、早めに
医療機関を受診し
てください！

伊東市国保特定健診
臨時追加期間のお知らせ

　30年４月１日から９月30日まで
に伊東市国保に新たに加入（届出）
し、年齢要件を満たす人に対し、
11月中旬に専用の受診券を郵送し
ます。

健診期間

受診方法
　受診券と被保険者証を持って、伊
東市医師会協力医療機関で期間内に
受診してください。

11／
14WED

12／
21FRI

特定健診受診率

目　標：

伊東市：

60％
50.7％（H28）

特定保健指導実施率

目　標：

伊東市：

60％
24.7％（H28）
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東
市
医
師
会
で
は
、
24
時

　
　
　
間
３
６
５
日
切
れ
目
な
い

在
宅
診
療
の
提
供
を
目
指
す
と
と

も
に
、
行
政
や
歯
科
医
師
会
、
薬

剤
師
会
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
な
ど

の
専
門
職
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
、

地
域
全
体
で
高
齢
者
を
支
え
る
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

t
高
齢
者
福
祉
課

　
☎
(32)
１
５
6
1

　
　
　
東
市
民
病
院
が
、
今
年
９

　
　
　
月
に
静
岡
県
の
指
定
を
受

け
、
地
域
医
療
支
援
病
院
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
伊
東
市
医
師
会

や
地
域
の
診
療
所
は
伊
東
市
民
病

院
と
の
更
な
る
連
携
を
進
め
、
市

民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
医
療
の

充
実
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
　
　
齢
化
に
伴
い
、
認
知
症
高

　
　
　
齢
者
の
増
加
も
見
込
ま
れ
、

２
０
２
５
年
に
は
約
７
０
０
万
人
、

実
に
高
齢
者
の
約
５
人
に
１
人
が

認
知
症
に
な
る
と
推
測
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応

す
る
た
め
、﹁
認
知
症
に
な
っ
て
も

本
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で
き

る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い

環
境
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
﹂
の
実
現

を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
の
た
め
の
施
策
の
一
つ
と

　
　
　
し
て
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

医
を
は
じ
め
と
し
た
複
数
の
専
門

職
で
構
成
さ
れ
る
、
認
知
症
初
期

集
中
支
援
チ
ー
ム
を
市
内
５
圏
域

に
設
置
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
29

年
2
月
に
開
設
さ
れ
た
認
知
症
疾

患
医
療
セ
ン
タ
ー
と
も
連
携
を
と

り
、
認
知
症
が
疑
わ
れ
る
人
や
そ

の
家
族
に
対
し
、
初
期
の
支
援

︵
医
療
や
介
護
の
導
入
・
調
整
な

ど
︶
を
包
括
的
・
集
中
的
に
行
い

認
知
症
高
齢
者
が
地
域
で
自
立
し

た
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
尿
病
は
合
併
症
が
怖
い
！
﹂

　
　
　
と
い
う
こ
と
は
、
皆
さ
ん

ご
存
じ
と
思
い
ま
す
。
高
血
糖
の

状
態
が
長
期
間
続
く
と
全
身
の
動

脈
硬
化
が
進
行
し
ま
す
。
す
る
と
、

毛
細
血
管
の
塊
で
あ
る
腎
臓
の
糸

球
体
で
細
か
な
血
管
が
壊
れ
、
老

廃
物
を
ろ
過
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
る
糖
尿
病
性
腎
症
を
発
症
し
、

進
行
す
る
と
﹁
人
工
透
析
﹂
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
東
市
の
透
析
患
者
数
は
、

　
　
　
21
年
〜
25
年
で
約
１
・
３

倍
に
増
加
し
て
い
ま
す
。
28
年
度

伊
東
市
国
保
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
で

は
、﹁
透
析
﹂
に
関
す
る
診
療
行
為

が
行
わ
れ
て
い
る
患
者
数
は
１
０

８
人
、
そ
の
う
ち
Ⅱ
型
糖
尿
病
を

基
礎
疾
患
に
持
つ
患
者
数
は
63
人

︵
58
・
３
％
︶
で
し
た
。
日
本
透
析

医
学
会
の
統
計
調
査
に
よ
る
と
28

年
末
人
工
透
析
の
原
疾
患
は
、
糖

尿
病
性
腎
症
が
38
・
８
％
と
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
伊
東
市

は
こ
れ
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
尿
病
性
腎
症
は
、
段
階
を

　
　
　
経
て
病
気
が
進
行
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
早
期
に

発
見
し
、
適
切
な
治
療
を
受
け
、

食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
を

改
善
し
て
、
基
礎
疾
患
で
あ
る
糖

尿
病
の
重
症
化
を
防
止
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　
　
　
こ
で
、
伊
東
市
で
は
、
伊

　
　
　
東
市
医
師
会
と
連
携
し
、

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
に
向

け
た
取
組
を
始
め
て
い
ま
す
。
医

療
と
保
健
の
両
輪
で
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
を
守
る
支
援
を
し
ま
す
。

糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予
防
事
業

　
　
　
定
健
診
な
ど
の
受
診
者
で
、

　
　
　
糖
尿
病
性
腎
症
の
リ
ス
ク

が
あ
る
人
に
対
し
、
受
診
勧
奨
や

健
康
相
談
に
よ
っ
て
、
腎
不
全
や

人
工
透
析
へ
の
移
行
を
防
止
し
ま
す
。

❶
﹁
要
医
療
﹂
﹁
要
精
密
検
査
﹂
と

　
判
定
さ
れ
た
人
に
対
し
て
、
医

　
療
機
関
へ
の
受
診
勧
奨
を
行
い

　
ま
す
。

❷
食
事
や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣

　
の
改
善
を
支
援
す
る
た
め
、
各

　
種
健
康
教
室
を
行
い
ま
す
。

❸
か
か
り
つ
け
医
と
連
携
し
、
医

　
師
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
、

　
健
康
相
談
や
栄
養
指
導
な
ど
の

　
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
伊
東
市
国
保
で
は
、
生
活
習
慣

病
の
早
期
発
見
・
予
防
の
た
め
、

６
月
〜
９
月
に
、
加
入
者
︵
40
歳

〜
74
歳
︶
を
対
象
に
、
特
定
健
診

を
行
い
ま
し
た
。

　ま
だ
特
定
健
診
の
結
果
を
　
　

受
け
取
っ
て
い
な
い
人
へ
　
　

　
特
定
健
診
の
結
果
は
、
体
の
状

態
を
知
る
大
切
な
情
報
で
す
。
受

診
し
た
医
療
機
関
に
11
月
中
に
取

り
に
行
き
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

特
定
健
診
を
受
け
な
か
っ
た
人
へ

こ
の
よ
う
な
人
は
健
康
推
進
課
に

結
果
の
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
　

　
詳
し
く
は
、
５
月
下
旬
に
郵
送

し
た
受
診
券
に
同
封
し
て
あ
る
水

色
の
﹁
他
健
診
︵
検
査
︶
結
果
提

供
用
紙
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
右

記
の
よ
う
な
提
供
で
き
る
結
果
が

な
い
人
は
、
健
康
推
進
課
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

な
ぜ
市
に
結
果
提
供
す
る
の
？

　
特
定
健
診
の
目
標
受
診
率
は
60

％
と
な
っ
て
お
り
、
他
健
診
︵
検

査
︶
の
結
果
も
受
診
率
に
反
映
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
結
果
の
提
供
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
提
供
し
て
い
た
だ
い
た

結
果
を
基
に
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま

す
。
５
年
、
10
年
先
も
健
康
で
い

る
た
め
に
、
無
料
の
特
定
保
健
指

導
も
積
極
的
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

高そ伊

伊
　　　東市民病院は、このたび静岡県より指定を受け、地域医療支援病院と
　　　なりました。当院は、これまでも伊東市と周辺地域における地域医療
の中核として機能の充実を図ってきました。救急を中心とした急性期診療に
ついては、文字通り24時間365日あらゆる疾病について、軽症から重症に
いたるまで断らない患者受け入れを実践しており、当地区唯一の総合病院と
しての使命感を持って取り組んでいます。
　　　域包括ケアシステムへの関わりについては、地域医療支援病院として
　　　の新たな、そして大きなミッションであると考えています。伊東市医
師会や介護・福祉・行政の皆さんと連携し、さらに
市民の皆さんと一体となって、地域包括ケアに取り
組んでいきたいと思います。オール伊東で、医療・
介護・福祉を包括したシステムを確立し、住み
やすいモデル地区・伊東を目指して努力してい
きます。今後とも市民の皆さんのご支援をよろ
しくお願いします。

「地域医療支援病院」としての責務を果たしていきたい

伊

地

一次医療を担う「かかりつけ
医」を支援し、専門外来や入
院、救急医療など地域医療の
中核を担う体制を備えた病院
のこと

高
齢
化
に
伴
う

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
…

地
域
全
体
で
高
齢
者
を

支
え
る
体
制
づ
く
り

伊東市民病院 病院長 川合耕治医師

！ 地域医療支援病院とは

伊東市医師会 × 伊東市民病院

「
糖伊

糖そ特

伊東市医師会と
　　健康推進課の取組

職場の健診がある

人間ドックを受ける

現在通院中で
検査をしている

t健康推進課
　☎52−3051

t健康推進課
　☎32−1583

特定健診は
いかがでしたか？

t伊東市民病院
　☎37−2626

病診連携を
大切にしています

腎臓を守ろう！

健診結果は、今後の生活
習慣に生かしてください！

健診結果が要治療
・要再検査などだ
った人は、早めに
医療機関を受診し
てください！

伊東市国保特定健診
臨時追加期間のお知らせ

　30年４月１日から９月30日まで
に伊東市国保に新たに加入（届出）
し、年齢要件を満たす人に対し、
11月中旬に専用の受診券を郵送し
ます。

健診期間

受診方法
　受診券と被保険者証を持って、伊
東市医師会協力医療機関で期間内に
受診してください。

11／
14WED

12／
21FRI

特定健診受診率

目　標：

伊東市：

60％
50.7％（H28）

特定保健指導実施率

目　標：

伊東市：

60％
24.7％（H28）
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岡・鎌田地区

川奈・吉田・荻地区

対島地区

大川胃腸科外科
消内・外 南町2-1-11

大川真澄、大川哲弥 36-9559
整・形成・婦・内 幸町4-17
吉川龍一、許田和義 37-5071

内・外・整 桜木町1-2-24
佐藤　潤 37-2226
胃・内 桜木町1-3-16

長谷川英美 36-2851
整 桜ガ丘2-1-8

月出　弼 35-0109
内 寿町7-4

前田栄祐 37-1912
小 瓶山1-9-7

村上吉男 52-4710

外・内・整・循内・リハ 吉田116-2
青木栄三郎 45-5115
産婦・内・小 吉田573-3

上山和也、上山卓也 45-8103
内・小 荻398-31
髙野俊史 38-2111

胃・外・消・内・肛・放・（心内・美容要予約） 川奈1255-335
立花正史、立花早苗 45-4811
内・泌・外・消・呼・小・透析 川奈1225-231
肥田大二郎 45-5000

内・泌・外・消・呼・小・透析 八幡野947-651
井垣弘康、瀬井一生 53-5000

内 八幡野1027
川口　実 54-9966

整・麻（ペイン）・内・リハ 八幡野1191-6
髙栁伸之 55-3322

内・呼内・小・アレ 八幡野1183 やまもプラザ内
生井世雄 53-0707

内・外・循・消・肛・整・リハ・糖外・ドック・眼・皮 富戸1317-4117
巾　尊宣 33-1200
泌・内 八幡野989-89
福岡明久 55-2522
外・内 八幡野1127-130
山田康治 53-1201

診療科目 住　　所 特定
検診

● ● ● ● ●

●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ● ● ●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

特定
保健
指導

39歳
以下
健診

大腸
がん
検診

乳
がん
検診

子宮
がん
検診

１日
人間
ドック

骨粗
しょう
症
検診

予防
接種

高齢
者
肺炎
球菌

65歳
以上
インフル
エンザ

介護
認定
審査
員医　　師 電話番号

医療機関名

吉川医院

佐藤病院

長谷川胃腸科内科医院

月出整形外科医院

前田医院

むらかみ小児科
クリニック

内・糖内・腎内 桜ガ丘1-1-26
大高正行 32-3810

おおたか内科クリニック

青木クリニック

上山レディース
クリニック

高野医院

立花胃腸科外科

はぁとふる内科・
泌尿器科川奈

はぁとふる内科・
泌尿器科伊豆高原

伊豆高原ゆうゆうの里
診療所

伊豆高原メディカル
たかやなぎ整形外科

やまもプラザファミリー 
クリニック

メディカルはば伊豆高原

伊豆高原クリニック

城ヶ崎やまだクリニック

宇佐美地区

湯川・松原地区

玖須美地区

稲葉医院
内・整・小児・放 宇佐美1650
稲葉吉信 48-9035
肛・外・胃 宇佐美1137-7
田島　滋 47-0010
耳鼻・アレ 宇佐美1936-29
正木義男 48-1187
内・小・胃 宇佐美1981-12
山本佳洋 47-5566

内・胃 中央町13-10
勝俣文隆、田中恒任 37-8888

精・心内 湯川1-14-13 湯の花天満ビル
中野博之 38-1294
整・リウ・リハ 湯川1-2-10
木村博光 32-0600
婦・内 松原湯端町3-18
佐藤勝久 37-5321
外・内・肛・皮 東松原町16-3
髙安　隆 32-0362
精・心内 湯川1-8-11 村上ビル4F
青木香里 36-0322
内・消内 湯川3-11-2 サンタイビル2F
中村勝運 36-5577
眼 松原本町16-1 ハヤフジビル２F

長谷川英稔、芥川泰生 35-0456
内・小・皮 湯川1-15-4
日吉一夫 37-0763
耳・皮・内 銀座元町6-19
藤井まゆみ 35-2000

脳外 玖須美元和田727-128
阿部祐二 36-9113

内・外・泌尿（透析）・循 和田1-4-20
横山良望、岡村律子、中原秀人 35-0431

皮・内・小 玖須美元和田716-629
小西可南 36-2155
整・リハ 玖須美元和田716-923
中田貴久 44-5252
眼 大原2-3-10

土田　覚 35-9029

診療科目 住　　所 特定
検診

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ●

●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ● ● ● ●
眼底
検査
のみ

眼底
検査
のみ

● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

特定
保健
指導

39歳
以下
健診

大腸
がん
検診

乳
がん
検診

子宮
がん
検診

１日
人間
ドック

骨粗
しょう
症
検診

予防
接種

高齢
者
肺炎
球菌

65歳
以上
インフル
エンザ

介護
認定
審査
員医　　師 電話番号

医療機関名

田島医院

まさき耳鼻科医院

山本医院

伊東病院

伊東つくしクリニック

木村整形外科クリニック

佐藤産婦人科医院

たかやす医院

なぎさクリニック

なかむら内科・消化器
内科クリニック

長谷川眼科

日吉医院

藤井クリニック

阿部脳神経外科医院

横山医院

皮フ科小西医院

なかた整形外科
クリニック

ヒルサイド眼科
クリニック

内・外・美皮 玖須美元和田720-143デュオ1F
岡田典之 55-7622

伊東ヘルスサポート
クリニック
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岡・鎌田地区

川奈・吉田・荻地区

対島地区

大川胃腸科外科
消内・外 南町2-1-11

大川真澄、大川哲弥 36-9559
整・形成・婦・内 幸町4-17
吉川龍一、許田和義 37-5071

内・外・整 桜木町1-2-24
佐藤　潤 37-2226
胃・内 桜木町1-3-16

長谷川英美 36-2851
整 桜ガ丘2-1-8

月出　弼 35-0109
内 寿町7-4

前田栄祐 37-1912
小 瓶山1-9-7

村上吉男 52-4710

外・内・整・循内・リハ 吉田116-2
青木栄三郎 45-5115
産婦・内・小 吉田573-3

上山和也、上山卓也 45-8103
内・小 荻398-31
髙野俊史 38-2111

胃・外・消・内・肛・放・（心内・美容要予約） 川奈1255-335
立花正史、立花早苗 45-4811
内・泌・外・消・呼・小・透析 川奈1225-231
肥田大二郎 45-5000

内・泌・外・消・呼・小・透析 八幡野947-651
井垣弘康、瀬井一生 53-5000

内 八幡野1027
川口　実 54-9966

整・麻（ペイン）・内・リハ 八幡野1191-6
髙栁伸之 55-3322

内・呼内・小・アレ 八幡野1183 やまもプラザ内
生井世雄 53-0707

内・外・循・消・肛・整・リハ・糖外・ドック・眼・皮 富戸1317-4117
巾　尊宣 33-1200
泌・内 八幡野989-89
福岡明久 55-2522
外・内 八幡野1127-130
山田康治 53-1201

診療科目 住　　所 特定
検診

● ● ● ● ●

●

● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ● ● ●

●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ●

特定
保健
指導

39歳
以下
健診

大腸
がん
検診

乳
がん
検診

子宮
がん
検診

１日
人間
ドック

骨粗
しょう
症
検診

予防
接種

高齢
者
肺炎
球菌

65歳
以上
インフル
エンザ

介護
認定
審査
員医　　師 電話番号

医療機関名

吉川医院

佐藤病院

長谷川胃腸科内科医院

月出整形外科医院

前田医院

むらかみ小児科
クリニック

内・糖内・腎内 桜ガ丘1-1-26
大高正行 32-3810

おおたか内科クリニック

青木クリニック

上山レディース
クリニック

高野医院

立花胃腸科外科

はぁとふる内科・
泌尿器科川奈

はぁとふる内科・
泌尿器科伊豆高原

伊豆高原ゆうゆうの里
診療所

伊豆高原メディカル
たかやなぎ整形外科

やまもプラザファミリー 
クリニック

メディカルはば伊豆高原

伊豆高原クリニック

城ヶ崎やまだクリニック

宇佐美地区

湯川・松原地区

玖須美地区

稲葉医院
内・整・小児・放 宇佐美1650
稲葉吉信 48-9035
肛・外・胃 宇佐美1137-7
田島　滋 47-0010
耳鼻・アレ 宇佐美1936-29
正木義男 48-1187
内・小・胃 宇佐美1981-12
山本佳洋 47-5566

内・胃 中央町13-10
勝俣文隆、田中恒任 37-8888

精・心内 湯川1-14-13 湯の花天満ビル
中野博之 38-1294
整・リウ・リハ 湯川1-2-10
木村博光 32-0600
婦・内 松原湯端町3-18
佐藤勝久 37-5321
外・内・肛・皮 東松原町16-3
髙安　隆 32-0362
精・心内 湯川1-8-11 村上ビル4F
青木香里 36-0322
内・消内 湯川3-11-2 サンタイビル2F
中村勝運 36-5577
眼 松原本町16-1 ハヤフジビル２F

長谷川英稔、芥川泰生 35-0456
内・小・皮 湯川1-15-4
日吉一夫 37-0763
耳・皮・内 銀座元町6-19
藤井まゆみ 35-2000

脳外 玖須美元和田727-128
阿部祐二 36-9113

内・外・泌尿（透析）・循 和田1-4-20
横山良望、岡村律子、中原秀人 35-0431

皮・内・小 玖須美元和田716-629
小西可南 36-2155
整・リハ 玖須美元和田716-923
中田貴久 44-5252
眼 大原2-3-10

土田　覚 35-9029

診療科目 住　　所 特定
検診

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ●

●

● ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

● ●

● ● ● ● ● ● ● ●
眼底
検査
のみ

眼底
検査
のみ

● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ● ● ● ●

●

● ● ● ● ●

● ● ● ●

特定
保健
指導

39歳
以下
健診

大腸
がん
検診

乳
がん
検診

子宮
がん
検診

１日
人間
ドック

骨粗
しょう
症
検診

予防
接種

高齢
者
肺炎
球菌

65歳
以上
インフル
エンザ

介護
認定
審査
員医　　師 電話番号

医療機関名

田島医院

まさき耳鼻科医院

山本医院

伊東病院

伊東つくしクリニック

木村整形外科クリニック

佐藤産婦人科医院

たかやす医院

なぎさクリニック

なかむら内科・消化器
内科クリニック

長谷川眼科

日吉医院

藤井クリニック

阿部脳神経外科医院

横山医院

皮フ科小西医院

なかた整形外科
クリニック

ヒルサイド眼科
クリニック

内・外・美皮 玖須美元和田720-143デュオ1F
岡田典之 55-7622

伊東ヘルスサポート
クリニック
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広 告 欄

　 39
歳
以
下
健
康
診
査

﹁
若
い
か
ら
平
気
、
健
康
だ
か
ら

問
題
な
い
﹂
の
に
、
な
ぜ
健
診
を

受
け
る
の
？
　
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
生
活
習
慣
病
の
重
な
り
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、﹁
内
臓

脂
肪
型
肥
満
﹂
に
加
え
て
﹁
脂
質

異
常
﹂
﹁
高
血
圧
﹂
﹁
高
血
糖
﹂
の

う
ち
２
つ
以
上
が
当
て
は
ま
る
病

態
を
い
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
異

常
は
﹁
軽
症
﹂
で
あ
っ
て
も
重
な

る
こ
と
で
、
動
脈
硬
化
が
急
速
に

進
み
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど

を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
進
行
し
な
い
と

自
覚
症
状
が
現
れ
な
い
た
め
、
気

付
い
た
時
に
は
重
症
化
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
働
き
盛
り
の
年
代
は
、
自
身
の

健
康
を
過
信
し
が
ち
で
す
。
伊
東

市
で
は
、
35
歳
〜
39
歳
の
心
疾
患

に
よ
る
死
亡
率
が
男
女
と
も
に
県

と
比
べ
て
高
い
た
め
、
自
覚
症
状

の
な
い
時
か
ら
、
健
診
を
受
診
し

予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
健
診
を
希
望
す
る
人
は
、
受
診

券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
左
記
ま

で
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

t
健
康
推
進
課

　
☎
(32)
１
５
８
３

笑
顔
に
自
信
を
！

歯
っ
ぴ
ー
噛
む
噛
む
教
室

　
進
行
し
た
歯
周
炎
︵
４
㎜
以
上

の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
あ
り
︶
の
症
状

が
あ
る
人
の
割
合
は
、
45
歳
以
上

の
半
数
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

気
付
い
た
時
に
は
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
…

と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
口
の
状
態
は
体
全

体
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
歯
周
病

の
予
防
と
治
療
の
基
本
は
、
や
は

り
毎
日
の
﹁
歯
み
が
き
﹂
で
す
。

食
事
を
も
っ
と
楽
し
み
た
い
、
自

信
を
持
っ
て
歌
い
た
い
、
思
い
切

り
笑
い
た
い
！
　
そ
の
声
に
歯
科

衛
生
士
が
お
応
え
し
ま
す
。

日
　
時
　
12
月
３
日
㈪
　
10
時
〜

　
11
時
30
分

会
　
場
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
歯
周
病
と
生
活
習
慣
病

　
の
関
係
、
歯
み
が
き
の
力
か
げ

　
ん
チ
ェ
ッ
ク
、
み
が
き
残
し
チ

　
ェ
ッ
ク
、
噛
む
こ
と
の
大
切
さ
、

　
健
口
体
操

申
込
み
　
11
月
１
日
㈭
か
ら
電
話

　
で
受
付
を
し
ま
す
。
参
加
者
に

　
は
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

t
健
康
推
進
課

　
☎
(52)
３
０
０
５

　 11
月
〜
１
月
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
食
中
毒
予
防
強
化
期
間

　
冬
期
は
乾
燥
な
ど
に
よ
り
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
食
品
に
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
を
﹁
つ
け
な
い
﹂
﹁
拡
げ
な

い
﹂
た
め
の
手
洗
い
が
重
要
で
す
。

﹁
や
っ
つ
け
る
﹂
に
は
85
℃
〜
90

℃
で
90
秒
の
加
熱
が
必
要
で
す
。

t
熱
海
保
健
所
衛
生
薬
務
課

　
☎
(82)
９
１
１
６

　
伊
東
食
品
衛
生
協
会

　
☎
(36)
６
６
１
１

第
　 27
回
ゆ
〜
ゆ
〜
健
康
講
座

日
　
時
　
11
月
11
日
㈰
　
９
時
30

　
分
〜
︵
開
場
８
時
45
分
︶

会
　
場
　
観
光
会
館
別
館

内
　
容
︵
参
加
無
料
︶

・
司
会
　
メ
デ
ィ
カ
ル
は
ば
伊
豆

　
高
原
院
長
　
巾
尊
宣

・
講
演
﹁
老
後
の
医
療
・
介
護
の

　
安
心
を
あ
な
た
は
ど
う
備
え
ま

　
す
か
？
﹂
シ
ニ
ア
の
暮
ら
し
研

　
究
所
　
岡
本
弘
子
所
長

・
講
演
﹁
み
ん
な
が
気
に
な
る
オ

　
シ
ッ
コ
の
話
﹂
順
天
堂
大
学
医

　
学
部
附
属
静
岡
病
院
泌
尿
器
科

　
教
授
　
藤
田
和
彦
先
生

t
メ
デ
ィ
カ
ル
は
ば
伊
豆
高
原

　
☎
(33)
１
２
０
０

  母
子
保
健
事
業

　
11
月
の
健
診
・
教
室
の
日
程
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

t
子
育
て
支
援
課

　
☎
(32)
１
５
８
２

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に

よ
る
相
談
事
業

　
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
よ

る
相
談
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
悩
み
・

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

t
子
育
て
支
援
課

　
☎
(32)
１
５
８
１

お
子
さ
ん
の
就
学
に
必
要
な

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦

福
祉
資
金
の
貸
付

　
配
偶
者
の
い
な
い
人
が
扶
養
し

て
い
る
お
子
さ
ん
を
高
校
や
大
学

な
ど
に
就
学
さ
せ
る
た
め
の
資
金

の
貸
付
を
し
ま
す
。

貸
付
資
金
の
種
類

・
修
学
資
金
…
通
学
す
る
た
め
に

　
必
要
な
授
業
料
な
ど
の
費
用
を

　
継
続
的
に
貸
し
付
け
ま
す
。

・
就
学
支
度
資
金
…
高
校
や
大
学

　
な
ど
に
入
学
す
る
と
き
に
直
接

　
必
要
と
な
る
被
服
な
ど
の
購
入

　
費
用
を
入
学
時
に
１
回
だ
け
貸

　
し
付
け
ま
す
。

申
込
み
　
11
月
１
日
㈭
か
ら
30
日

　
㈮
ま
で
に
子
育
て
支
援
課
で
面

　
接
会
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
12
月
21
日
㈮
に
市
役
所
低
層
棟

　
２
階
中
会
議
室
で
面
接
会
を
行

　
い
、
申
請
書
を
提
出
し
て
申
込

　
み
く
だ
さ
い
。

t
子
育
て
支
援
課

　
☎
(32)
１
５
８
１

　 11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
児
童
虐
待
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
子
ど
も
の
心
身
に
深
い
傷
を
与

え
、
時
に
は
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る

事
件
と
な
る
な
ど
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
…

　
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ

ヤ
ル
　
１
８
９
︵
い
ち
は
や
く
︶

t
子
育
て
支
援
課

　
☎
(32)
１
５
８
１

年
に
１
回
は
大
腸
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
近
年
、
２
人
に
１
人
は
が
ん
に

か
か
り
、
３
人
に
１
人
は
が
ん
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
は
自

分
や
身
近
な
人
が
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
の
一
つ
で
す
。

　
大
腸
が
ん
は
毎
年
１
回
受
診
し
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
れ
ば
死

亡
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
研
究
報
告
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
大
腸
が
ん
検
診
を
欠

か
さ
ず
年
１
回
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

［
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
］

　
が
ん
の
中
で
も
、
大
腸
が
ん
に

な
る
人
は
増
え
て
お
り
、
特
に
女

性
の
部
位
別
が
ん
死
亡
率
の
第
１

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん

検
診
は
手
軽
に
受
診
で
き
る
の
で
、

自
分
の
た
め
に
も
、
大
切
な
家
族

や
友
人
の
た
め
に
も
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

検
査
方
法

　
検
査
に
は
専
用
容
器
に
自
宅
で

採
取
し
た
２
日
間
分
の
便
を
使
用

し
ま
す
。
採
取
し
た
便
か
ら
﹁
が

ん
﹂
や
﹁
ポ
リ
ー
プ
﹂
な
ど
の
患

部
か
ら
出
血
し
た
血
液
が
混
じ
っ

て
い
る
か
を
調
べ
ま
す
︵
便
潜
血

法
︶
。

　
伊
東
市
医
師
会
の
協
力
医
療
機

関
で
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
す
る

方
法
は
左
記
の
通
り
で
す
。

①
協
力
医
療
機
関
で
問
診
票
と
専

　
用
容
器
を
受
け
取
る
。

②
２
日
間
分
の
便
を
採
取
す
る
。

③
採
取
し
た
便
と
問
診
票
を
受
付

　
を
し
た
協
力
医
療
機
関
の
窓
口

　
へ
持
っ
て
行
く
。

④
協
力
医
療
機
関
で
受
診
結
果
を

　
受
け
取
る
。

　
大
腸
が
ん
検
診
で
﹁
陽
性
﹂
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
大
腸
が
ん

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ

の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
精
密
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

t
健
康
推
進
課

　
☎

(32)
１
５
８
３

健康
　ひろば
健康
　ひろば

21日㈬　13:00〜14:00

29日㈭　19:15〜19:50

14日㈬　13:00〜14:00

１歳６か月児健康診査

（平成29年４月生まれ対象）

２歳児健康教室

（平成28年10月生まれ対象）

３歳児健康診査

（平成27年10月生まれ対象）

日　時（受付時間）健 診 ・ 教 室

会　場　健康福祉センター

子
育
て

健
　
康

伊東市民病院だより vol.23

救急外来について

　救急外来では、24時間365日救急患者を受け入

れており、連休中や正月は１日に100人近くの診

察を行っています。29年度の救急外来受診患者

数は7,837人、そのうち救急車搬入件数は3,864

件でした。伊東市における救急車要請数の約76

％が当病院に搬入され、原則全例受け入れてい

ます。また、年間入院患者の約46％が救急外来

経由の入院で、伊東市における緊急性の高い医

療の中心を担っています。時間外、休日は医師

３人と研修医１人で初療を行い、専門性の高い

疾患は専門医への相談や来院要請を行い、全て

の疾患に対応できるよう努力しています。重症

の人や緊急性の高い人を優先的に診察していま

すので、待ち時間が長くなることにご理解をお

願いします。

t伊東市民病院救急科部長 城野晃一　☎37-2626

身体的虐待

性的虐待ネグレクト

心理的虐待

殴る、蹴る、叩く、

投げ落とす、激しく

揺さぶる　　など

言葉による脅し、無

視、DV、きょうだい

間での差別　など

性的行為を見せる、

ポルノグラフィの

被写体にする　など

家や車に閉じ込め

る、食事を与えない、

不潔にする　など
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広 告 欄

　 39
歳
以
下
健
康
診
査

﹁
若
い
か
ら
平
気
、
健
康
だ
か
ら

問
題
な
い
﹂
の
に
、
な
ぜ
健
診
を

受
け
る
の
？
　
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

は
、
生
活
習
慣
病
の
重
な
り
が
起

こ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、﹁
内
臓

脂
肪
型
肥
満
﹂
に
加
え
て
﹁
脂
質

異
常
﹂
﹁
高
血
圧
﹂
﹁
高
血
糖
﹂
の

う
ち
２
つ
以
上
が
当
て
は
ま
る
病

態
を
い
い
ま
す
。
一
つ
一
つ
の
異

常
は
﹁
軽
症
﹂
で
あ
っ
て
も
重
な

る
こ
と
で
、
動
脈
硬
化
が
急
速
に

進
み
、
心
筋
梗
塞
や
脳
卒
中
な
ど

を
引
き
起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
病
気
は
進
行
し
な
い
と

自
覚
症
状
が
現
れ
な
い
た
め
、
気

付
い
た
時
に
は
重
症
化
し
て
い
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
働
き
盛
り
の
年
代
は
、
自
身
の

健
康
を
過
信
し
が
ち
で
す
。
伊
東

市
で
は
、
35
歳
〜
39
歳
の
心
疾
患

に
よ
る
死
亡
率
が
男
女
と
も
に
県

と
比
べ
て
高
い
た
め
、
自
覚
症
状

の
な
い
時
か
ら
、
健
診
を
受
診
し

予
防
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
健
診
を
希
望
す
る
人
は
、
受
診

券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
左
記
ま

で
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

t
健
康
推
進
課

　
☎
(32)
１
５
８
３

笑
顔
に
自
信
を
！

歯
っ
ぴ
ー
噛
む
噛
む
教
室

　
進
行
し
た
歯
周
炎
︵
４
㎜
以
上

の
歯
周
ポ
ケ
ッ
ト
あ
り
︶
の
症
状

が
あ
る
人
の
割
合
は
、
45
歳
以
上

の
半
数
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歯
周
病
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、

気
付
い
た
時
に
は
歯
が
グ
ラ
グ
ラ
…

と
い
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
口
の
状
態
は
体
全

体
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
歯
周
病

の
予
防
と
治
療
の
基
本
は
、
や
は

り
毎
日
の
﹁
歯
み
が
き
﹂
で
す
。

食
事
を
も
っ
と
楽
し
み
た
い
、
自

信
を
持
っ
て
歌
い
た
い
、
思
い
切

り
笑
い
た
い
！
　
そ
の
声
に
歯
科

衛
生
士
が
お
応
え
し
ま
す
。

日
　
時
　
12
月
３
日
㈪
　
10
時
〜

　
11
時
30
分

会
　
場
　
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
歯
周
病
と
生
活
習
慣
病

　
の
関
係
、
歯
み
が
き
の
力
か
げ

　
ん
チ
ェ
ッ
ク
、
み
が
き
残
し
チ

　
ェ
ッ
ク
、
噛
む
こ
と
の
大
切
さ
、

　
健
口
体
操

申
込
み
　
11
月
１
日
㈭
か
ら
電
話

　
で
受
付
を
し
ま
す
。
参
加
者
に

　
は
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

t
健
康
推
進
課

　
☎
(52)
３
０
０
５

　 11
月
〜
１
月
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
食
中
毒
予
防
強
化
期
間

　
冬
期
は
乾
燥
な
ど
に
よ
り
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
が
発
生
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
食
品
に
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
を
﹁
つ
け
な
い
﹂
﹁
拡
げ
な

い
﹂
た
め
の
手
洗
い
が
重
要
で
す
。

﹁
や
っ
つ
け
る
﹂
に
は
85
℃
〜
90

℃
で
90
秒
の
加
熱
が
必
要
で
す
。

t
熱
海
保
健
所
衛
生
薬
務
課

　
☎
(82)
９
１
１
６

　
伊
東
食
品
衛
生
協
会

　
☎
(36)
６
６
１
１

第
　 27
回
ゆ
〜
ゆ
〜
健
康
講
座

日
　
時
　
11
月
11
日
㈰
　
９
時
30

　
分
〜
︵
開
場
８
時
45
分
︶

会
　
場
　
観
光
会
館
別
館

内
　
容
︵
参
加
無
料
︶

・
司
会
　
メ
デ
ィ
カ
ル
は
ば
伊
豆

　
高
原
院
長
　
巾
尊
宣

・
講
演
﹁
老
後
の
医
療
・
介
護
の

　
安
心
を
あ
な
た
は
ど
う
備
え
ま

　
す
か
？
﹂
シ
ニ
ア
の
暮
ら
し
研

　
究
所
　
岡
本
弘
子
所
長

・
講
演
﹁
み
ん
な
が
気
に
な
る
オ

　
シ
ッ
コ
の
話
﹂
順
天
堂
大
学
医

　
学
部
附
属
静
岡
病
院
泌
尿
器
科

　
教
授
　
藤
田
和
彦
先
生

t
メ
デ
ィ
カ
ル
は
ば
伊
豆
高
原

　
☎
(33)
１
２
０
０

  母
子
保
健
事
業

　
11
月
の
健
診
・
教
室
の
日
程
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

t
子
育
て
支
援
課

　
☎
(32)
１
５
８
２

母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に

よ
る
相
談
事
業

　
母
子
・
父
子
自
立
支
援
員
に
よ

る
相
談
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ひ
と
り
親
家
庭
の
お
悩
み
・

困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

t
子
育
て
支
援
課

　
☎
(32)
１
５
８
１

お
子
さ
ん
の
就
学
に
必
要
な

母
子
及
び
父
子
並
び
に
寡
婦

福
祉
資
金
の
貸
付

　
配
偶
者
の
い
な
い
人
が
扶
養
し

て
い
る
お
子
さ
ん
を
高
校
や
大
学

な
ど
に
就
学
さ
せ
る
た
め
の
資
金

の
貸
付
を
し
ま
す
。

貸
付
資
金
の
種
類

・
修
学
資
金
…
通
学
す
る
た
め
に

　
必
要
な
授
業
料
な
ど
の
費
用
を

　
継
続
的
に
貸
し
付
け
ま
す
。

・
就
学
支
度
資
金
…
高
校
や
大
学

　
な
ど
に
入
学
す
る
と
き
に
直
接

　
必
要
と
な
る
被
服
な
ど
の
購
入

　
費
用
を
入
学
時
に
１
回
だ
け
貸

　
し
付
け
ま
す
。

申
込
み
　
11
月
１
日
㈭
か
ら
30
日

　
㈮
ま
で
に
子
育
て
支
援
課
で
面

　
接
会
の
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
12
月
21
日
㈮
に
市
役
所
低
層
棟

　
２
階
中
会
議
室
で
面
接
会
を
行

　
い
、
申
請
書
を
提
出
し
て
申
込

　
み
く
だ
さ
い
。

t
子
育
て
支
援
課

　
☎
(32)
１
５
８
１

　 11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

　
児
童
虐
待
は
、
将
来
に
わ
た
っ

て
子
ど
も
の
心
身
に
深
い
傷
を
与

え
、
時
に
は
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る

事
件
と
な
る
な
ど
大
き
な
社
会
問

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

児
童
虐
待
と
は
…

　
虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
す
ぐ
に

お
電
話
を
く
だ
さ
い
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
３
桁
ダ
イ

ヤ
ル
　
１
８
９
︵
い
ち
は
や
く
︶

t
子
育
て
支
援
課

　
☎
(32)
１
５
８
１

年
に
１
回
は
大
腸
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
近
年
、
２
人
に
１
人
は
が
ん
に

か
か
り
、
３
人
に
１
人
は
が
ん
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
が
ん
は
自

分
や
身
近
な
人
が
か
か
る
可
能
性

の
あ
る
病
気
の
一
つ
で
す
。

　
大
腸
が
ん
は
毎
年
１
回
受
診
し
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
す
れ
ば
死

亡
率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
研
究
報
告
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
大
腸
が
ん
検
診
を
欠

か
さ
ず
年
１
回
受
け
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

［
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
］

　
が
ん
の
中
で
も
、
大
腸
が
ん
に

な
る
人
は
増
え
て
お
り
、
特
に
女

性
の
部
位
別
が
ん
死
亡
率
の
第
１

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
腸
が
ん

検
診
は
手
軽
に
受
診
で
き
る
の
で
、

自
分
の
た
め
に
も
、
大
切
な
家
族

や
友
人
の
た
め
に
も
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

検
査
方
法

　
検
査
に
は
専
用
容
器
に
自
宅
で

採
取
し
た
２
日
間
分
の
便
を
使
用

し
ま
す
。
採
取
し
た
便
か
ら
﹁
が

ん
﹂
や
﹁
ポ
リ
ー
プ
﹂
な
ど
の
患

部
か
ら
出
血
し
た
血
液
が
混
じ
っ

て
い
る
か
を
調
べ
ま
す
︵
便
潜
血

法
︶
。

　
伊
東
市
医
師
会
の
協
力
医
療
機

関
で
大
腸
が
ん
検
診
を
受
診
す
る

方
法
は
左
記
の
通
り
で
す
。

①
協
力
医
療
機
関
で
問
診
票
と
専

　
用
容
器
を
受
け
取
る
。

②
２
日
間
分
の
便
を
採
取
す
る
。

③
採
取
し
た
便
と
問
診
票
を
受
付

　
を
し
た
協
力
医
療
機
関
の
窓
口

　
へ
持
っ
て
行
く
。

④
協
力
医
療
機
関
で
受
診
結
果
を

　
受
け
取
る
。

　
大
腸
が
ん
検
診
で
﹁
陽
性
﹂
と

判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
大
腸
が
ん

で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
そ

の
ま
ま
放
置
せ
ず
に
精
密
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

t
健
康
推
進
課

　
☎

(32)
１
５
８
３

健康
　ひろば
健康
　ひろば

21日㈬　13:00〜14:00

29日㈭　19:15〜19:50

14日㈬　13:00〜14:00

１歳６か月児健康診査

（平成29年４月生まれ対象）

２歳児健康教室

（平成28年10月生まれ対象）

３歳児健康診査

（平成27年10月生まれ対象）

日　時（受付時間）健 診 ・ 教 室

会　場　健康福祉センター

子
育
て

健
　
康

伊東市民病院だより vol.23

救急外来について

　救急外来では、24時間365日救急患者を受け入

れており、連休中や正月は１日に100人近くの診

察を行っています。29年度の救急外来受診患者

数は7,837人、そのうち救急車搬入件数は3,864

件でした。伊東市における救急車要請数の約76

％が当病院に搬入され、原則全例受け入れてい

ます。また、年間入院患者の約46％が救急外来

経由の入院で、伊東市における緊急性の高い医

療の中心を担っています。時間外、休日は医師

３人と研修医１人で初療を行い、専門性の高い

疾患は専門医への相談や来院要請を行い、全て

の疾患に対応できるよう努力しています。重症

の人や緊急性の高い人を優先的に診察していま

すので、待ち時間が長くなることにご理解をお

願いします。

t伊東市民病院救急科部長 城野晃一　☎37-2626

身体的虐待

性的虐待ネグレクト

心理的虐待

殴る、蹴る、叩く、

投げ落とす、激しく

揺さぶる　　など

言葉による脅し、無

視、DV、きょうだい

間での差別　など

性的行為を見せる、

ポルノグラフィの

被写体にする　など

家や車に閉じ込め

る、食事を与えない、

不潔にする　など
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広 告 欄広 告 欄

地域密着
型サービ

スで、

がんばり
ます！ 町の便利屋さん

手伝い日和
び　　より

桜
井

　陽
一

不用品整理及び処分承ります！
●庭の清掃（剪定、伐採、畑土、駐車場設置）
●不用品処理・引越し・一般雑用

お見積無料！

保険も完備！

090-8862-2959 0557-51-2392〈作業中〉 〈自宅〉 伊東市富戸439-4

広 告 募 集

t市政戦略課　☎32-1173

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
人
は

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
は
、
家
庭
か
ら
の
生
活

排
水
を
き
れ
い
な
水
に
浄
化
し
て
、

地
域
の
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
法
で
は
保
守
点
検
︵
年

３
回
以
上
︶
、
清
掃
︵
年
１
回
以

上
︶
、
法
定
検
査
︵
年
１
回
︶
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

静
岡
県
の
法
定
検
査
受
検
率
は
全

国
の
中
で
も
低
迷
し
て
お
り
、
県

で
は
未
受
検
者
に
対
す
る
指
導
や

受
検
案
内
の
通
知
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　
水
環
境
を
守
る
た
め
、
必
ず
法

定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

法
定
検
査
の
申
込
み
は
・
・
・

t
︵
一
財
︶
静
岡
県
生
活
科
学
検
査

　
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
４︵
６
２
１
︶５
８
６
３

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
・
・
・

t
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５︵
９
２
０
︶２
１
３
６

社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保

険
料
︶
控
除
証
明
書
の
発
行

　
30
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
人
に
対
し
て
、
11
月
上
旬

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
﹁
社

会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保
険
料
︶

控
除
証
明
書
﹂
が
送
付
さ
れ
ま
す

︵
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
の
間

に
今
年
は
じ
め
て
納
付
し
た
人
に

は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
︶
。

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
族

の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

家
族
宛
て
に
送
ら
れ
た
証
明
書
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

t
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０︵
０
５
︶１
１
６
５

　
三
島
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５︵
９
７
３
︶１
４
４
４

　
保
険
年
金
課

　
☎
(32)
１
６
２
５

市
民
不
動
産
相
談︵
無
料
︶

日
　
時
　
11
月
22
日
㈭
　
13
時
〜

　
15
時

会
　
場
　
市
役
所
１
階
展
望
ギ
ャ

　
ラ
リ
ー

相
談
員
　
静
岡
県
宅
建
協
会
東
部

　
支
部
の
担
当
役
員

t
静
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
東
部
支
部

　
☎
０
５
５︵
９
２
５
︶２
２
１
１

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
と
は
、
住
宅

の
修
繕
や
増
・
改
築
、
そ
の
他
住

宅
機
能
の
維
持
や
向
上
を
図
る
た

め
に
行
う
補
修
・
改
良
な
ど
を
い

い
ま
す
。
倉
庫
、
駐
車
場
の
工
事
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
、
エ
ア
コ
ン
の

設
置
工
事
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

申
込
資
格
　
次
の
要
件
全
て
に
該

　
当
す
る
人

・
市
内
に
継
続
し
て
居
住
し
て
い

　
る

・
工
事
を
す
る
住
宅
の
所
有
者

・
市
税
や
公
共
料
金
を
滞
納
し
て

　
い
な
い

・
対
象
工
事
が
市
の
他
の
助
成
を

　
受
け
て
い
な
い
︵
伊
東
市
木
造

　
住
宅
耐
震
補
強
助
成
事
業
の
み

　
併
用
可
。
詳
し
く
は
建
築
住
宅

　
課
☎
(32)
１
７
６
３
へ
︶
。

・
こ
の
助
成
制
度
を
28
・
29
年
度

　
に
利
用
し
て
い
な
い

対
象
建
物
　
市
民
が
市
内
に
所
有

す
る
個
人
住
宅
︵
マ
ン
シ
ョ
ン

は
占
有
部
分
︶
又
は
併
用
住

宅
・
併
存
住
宅
の
居
住
部
分

対
象
と
な
る
工
事
　
リ
フ
ォ
ー
ム

　
工
事
費
が
10
万
円
︵
消
費
税
抜
︶

　
以
上
で
、
助
成
対
象
工
事
と
し

　
て
認
定
を
受
け
た
後
に
着
工
し
、

　
31
年
１
月
31
日
ま
で
に
完
了
す

　
る
工
事

助
成
金
額

・
工
事
費
１
０
０
万
円
以
上
↓
10

　
万
円

・
10
万
円
以
上
１
０
０
万
円
未
満

　
↓
工
事
費
の
10
％
︵
千
円
未
満

　
切
捨
て
︶

※
た
だ
し
、
伊
東
市
木
造
住
宅
耐

　
震
補
強
助
成
事
業
と
併
用
し
た

　
場
合
、
助
成
率
20
％
、
最
大
20

　
万
円
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

※
工
事
費
は
消
費
税
抜
の
金
額
で

　
す
。

施
工
業
者
　
市
内
に
本
社
若
し
く

　
は
本
店
が
登
記
さ
れ
て
い
る
法

　
人
又
は
本
市
に
納
税
申
告
を
し

　
て
い
る
個
人
事
業
者
で
市
税
な

　
ど
を
完
納
し
て
い
る
業
者

［
公
共
下
水
道
新
規
接
続
工
事
助

成
制
度
］

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
併
せ

て
公
共
下
水
道
へ
の
新
規
接
続
工

事
を
行
う
場
合
の
工
事
費
︵
税
抜
︶

に
対
し
て
、
別
枠
５
万
円
︵
助
成

率
10
％
︶
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

申
込
み
　
申
請
書
類
は
、
伊
東
商

　
工
会
議
所
に
用
意
し
て
あ
り
、

　
先
着
順
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

t
伊
東
商
工
会
議
所

　
☎
(37)
２
５
０
０

　
産
業
課

　
☎
(32)
1
7
3
4

全
国
一
斉
﹁
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
﹂
強
化
週
間
〜
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
〜

期
　
間 

11
月
12
日
㈪
〜
18
日
㈰

　
８
時
30
分
〜
19
時

※
土
日
は
10
時
〜
17
時

内
　
容
　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

　
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女

　
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
５
７
０
︵
０

　
７
０
︶
８
１
０

※
強
化
週
間
以
外
で
も
平
日
８
時

　
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
相
談

　
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

t
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
(52)
３
０
０
２

　 11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

〜
地
球
と
財
布
に
や
さ
し
い
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
よ
う
〜

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
燃
料
消

費
量
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
減
ら
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
げ
る

﹁
運
転
技
術
﹂
や
﹁
心
掛
け
﹂
で

す
。
ま
た
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
交

通
事
故
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

小
さ
な
意
識
を
習
慣
に
す
る
こ
と

で
、
あ
な
た
の
運
転
が
変
わ
り
、

社
会
が
変
わ
り
ま
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め

①
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
﹁
ｅ
ス
タ

　
ー
ト
﹂

②
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、

　
加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転

③
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を

　
離
そ
う

④
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
適
切
に

⑤
ム
ダ
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め

　
よ
う

⑥
渋
滞
を
避
け
、
余
裕
を
も
っ
て

　
出
発
し
よ
う

⑦
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
か
ら
始
め
る

　
点
検
・
整
備

⑧
不
要
な
荷
物
は
お
ろ
そ
う

⑨
走
行
の
妨
げ
と
な
る
駐
車
は
や

　
め
よ
う

⑩
自
分
の
燃
費
を
把
握
し
よ
う

t
環
境
課

　
☎
(32)
１
３
７
４

　 11
月
は
静
岡
県
子
供
・
若

者
育
成
支
援
強
調
月
間

　
子
ど
も
・
若
者
の
健
全
な
育
成

に
は
、
﹁
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

の
大
人
が
育
て
る
﹂
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
子
ど
も
・
若
者
が
社
会

の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
主
体
的

に
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

県
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
近
年
、
い
じ
め
の
深
刻
化
や
不

登
校
、
児
童
虐
待
や
児
童
ポ
ル
ノ

な
ど
子
ど
も
・
若
者
が
被
害
者
と

な
る
事
件
の
発
生
、
後
を
絶
た
な

い
少
年
非
行
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

へ
の
依
存
に
よ
る
生
活
の
乱
れ
や

氾
濫
す
る
違
法
・
有
害
な
情
報
に

接
触
す
る
危
険
性
の
増
大
、
ニ
ー

ト
・
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
子
ど

も
・
若
者
の
社
会
的
自
立
の
遅
れ

な
ど
、
子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻

く
問
題
は
深
刻
か
つ
多
様
に
な
っ

て
い
ま
す
。
静
岡
県
で
は
、
11
月

を
﹁
子
供
・
若
者
育
成
支
援
強
調

月
間
﹂
と
し
て
、
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
育
成
に
向
け
た
取
組

を
一
層
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
自
身
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
す
る
き

っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

t
生
涯
学
習
課

　
☎
(32)
１
９
６
２

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
紹
介

担
当
地
区
︵
９
月
１
日
付
︶

［
富
戸
　
大
室
高
原
８
・
11
丁
目
］

　
鳥
居
陽
子
　
☎
(51)
４
１
２
５

連
絡
先
変
更

［
岡
　
小
川
１
丁
目
・
水
道
山
町
］

　
藤
枝
滋
世
　
☎
(37)
０
２
５
６

［
富
戸
　
大
室
高
原
４
・
10
丁
目
］

　
小
内
豊
勝
　
☎
０
９
０
︵
３
０

　
４
６
︶
７
２
２
２

担
当
地
区
変
更

大
川
照
幸

（新）
川
奈
小
室
４
丁
目
８
〜
13
・

　
16
・
19
〜
23
組

磯
崎
き
よ
江

(新)
川
奈
小
室
４
丁
目
１
〜
７
・

　
14
・
15
・
17
・
18
組

t
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
(36)
５
５
１
２

静
岡
県
最
低
賃
金
の
改
正

　
静
岡
県
内
の
事
業
場
で
働
く
︵
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
含
む
。
︶

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
﹁
静

岡
県
最
低
賃
金
﹂
が
改
正
さ
れ
、

10
月
３
日
㈬
か
ら
時
間
額
８
５
８

円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
特
定

の
産
業
に
は
特
定
︵
産
業
別
︶
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

t
静
岡
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
５
４︵
２
５
４
︶６
３
１
５

市役所開庁時間：8時30分～17時15分
※土日・祝日は閉庁

お
知
ら
せ
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広 告 欄広 告 欄

地域密着
型サービ

スで、

がんばり
ます！ 町の便利屋さん

手伝い日和
び　　より

桜
井

　陽
一

不用品整理及び処分承ります！
●庭の清掃（剪定、伐採、畑土、駐車場設置）
●不用品処理・引越し・一般雑用

お見積無料！

保険も完備！

090-8862-2959 0557-51-2392〈作業中〉 〈自宅〉 伊東市富戸439-4

広 告 募 集

t市政戦略課　☎32-1173

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
人
は

法
定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
は
、
家
庭
か
ら
の
生
活

排
水
を
き
れ
い
な
水
に
浄
化
し
て
、

地
域
の
快
適
な
生
活
環
境
を
守
る

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
浄
化
槽
法
で
は
保
守
点
検
︵
年

３
回
以
上
︶
、
清
掃
︵
年
１
回
以

上
︶
、
法
定
検
査
︵
年
１
回
︶
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
特
に
、

静
岡
県
の
法
定
検
査
受
検
率
は
全

国
の
中
で
も
低
迷
し
て
お
り
、
県

で
は
未
受
検
者
に
対
す
る
指
導
や

受
検
案
内
の
通
知
を
送
付
し
て
い

ま
す
。

　
水
環
境
を
守
る
た
め
、
必
ず
法

定
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

法
定
検
査
の
申
込
み
は
・
・
・

t
︵
一
財
︶
静
岡
県
生
活
科
学
検
査

　
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
４︵
６
２
１
︶５
８
６
３

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
・
・
・

t
東
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５︵
９
２
０
︶２
１
３
６

社
会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保

険
料
︶
控
除
証
明
書
の
発
行

　
30
年
１
月
１
日
か
ら
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
た
人
に
対
し
て
、
11
月
上
旬

ま
で
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
﹁
社

会
保
険
料
︵
国
民
年
金
保
険
料
︶

控
除
証
明
書
﹂
が
送
付
さ
れ
ま
す

︵
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
の
間

に
今
年
は
じ
め
て
納
付
し
た
人
に

は
、
来
年
の
２
月
上
旬
に
送
付
︶
。

社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め

に
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
年
末

調
整
・
確
定
申
告
ま
で
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
家
族

の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

家
族
宛
て
に
送
ら
れ
た
証
明
書
で

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

t
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０︵
０
５
︶１
１
６
５

　
三
島
年
金
事
務
所

　
☎
０
５
５︵
９
７
３
︶１
４
４
４

　
保
険
年
金
課

　
☎
(32)
１
６
２
５

市
民
不
動
産
相
談︵
無
料
︶

日
　
時
　
11
月
22
日
㈭
　
13
時
〜

　
15
時

会
　
場
　
市
役
所
１
階
展
望
ギ
ャ

　
ラ
リ
ー

相
談
員
　
静
岡
県
宅
建
協
会
東
部

　
支
部
の
担
当
役
員

t
静
岡
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

　
東
部
支
部

　
☎
０
５
５︵
９
２
５
︶２
２
１
１

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度

　
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
と
は
、
住
宅

の
修
繕
や
増
・
改
築
、
そ
の
他
住

宅
機
能
の
維
持
や
向
上
を
図
る
た

め
に
行
う
補
修
・
改
良
な
ど
を
い

い
ま
す
。
倉
庫
、
駐
車
場
の
工
事
、

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
、
エ
ア
コ
ン
の

設
置
工
事
な
ど
は
対
象
外
で
す
。

申
込
資
格
　
次
の
要
件
全
て
に
該

　
当
す
る
人

・
市
内
に
継
続
し
て
居
住
し
て
い

　
る

・
工
事
を
す
る
住
宅
の
所
有
者

・
市
税
や
公
共
料
金
を
滞
納
し
て

　
い
な
い

・
対
象
工
事
が
市
の
他
の
助
成
を

　
受
け
て
い
な
い
︵
伊
東
市
木
造

　
住
宅
耐
震
補
強
助
成
事
業
の
み

　
併
用
可
。
詳
し
く
は
建
築
住
宅

　
課
☎
(32)
１
７
６
３
へ
︶
。

・
こ
の
助
成
制
度
を
28
・
29
年
度

　
に
利
用
し
て
い
な
い

対
象
建
物
　
市
民
が
市
内
に
所
有

す
る
個
人
住
宅
︵
マ
ン
シ
ョ
ン

は
占
有
部
分
︶
又
は
併
用
住

宅
・
併
存
住
宅
の
居
住
部
分

対
象
と
な
る
工
事
　
リ
フ
ォ
ー
ム

　
工
事
費
が
10
万
円
︵
消
費
税
抜
︶

　
以
上
で
、
助
成
対
象
工
事
と
し

　
て
認
定
を
受
け
た
後
に
着
工
し
、

　
31
年
１
月
31
日
ま
で
に
完
了
す

　
る
工
事

助
成
金
額

・
工
事
費
１
０
０
万
円
以
上
↓
10

　
万
円

・
10
万
円
以
上
１
０
０
万
円
未
満

　
↓
工
事
費
の
10
％
︵
千
円
未
満

　
切
捨
て
︶

※
た
だ
し
、
伊
東
市
木
造
住
宅
耐

　
震
補
強
助
成
事
業
と
併
用
し
た

　
場
合
、
助
成
率
20
％
、
最
大
20

　
万
円
の
助
成
と
な
り
ま
す
。

※
工
事
費
は
消
費
税
抜
の
金
額
で

　
す
。

施
工
業
者
　
市
内
に
本
社
若
し
く

　
は
本
店
が
登
記
さ
れ
て
い
る
法

　
人
又
は
本
市
に
納
税
申
告
を
し

　
て
い
る
個
人
事
業
者
で
市
税
な

　
ど
を
完
納
し
て
い
る
業
者

［
公
共
下
水
道
新
規
接
続
工
事
助

成
制
度
］

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
に
併
せ

て
公
共
下
水
道
へ
の
新
規
接
続
工

事
を
行
う
場
合
の
工
事
費
︵
税
抜
︶

に
対
し
て
、
別
枠
５
万
円
︵
助
成

率
10
％
︶
の
助
成
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

申
込
み
　
申
請
書
類
は
、
伊
東
商

　
工
会
議
所
に
用
意
し
て
あ
り
、

　
先
着
順
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

t
伊
東
商
工
会
議
所

　
☎
(37)
２
５
０
０

　
産
業
課

　
☎
(32)
1
7
3
4

全
国
一
斉
﹁
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
﹂
強
化
週
間
〜
ひ
と
り
で

悩
ま
ず
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い
〜

期
　
間 

11
月
12
日
㈪
〜
18
日
㈰

　
８
時
30
分
〜
19
時

※
土
日
は
10
時
〜
17
時

内
　
容
　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

　
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女

　
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
　
０
５
７
０
︵
０

　
７
０
︶
８
１
０

※
強
化
週
間
以
外
で
も
平
日
８
時

　
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
相
談

　
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

t
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　
☎
(52)
３
０
０
２

　 11
月
は
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
推
進
月
間

〜
地
球
と
財
布
に
や
さ
し
い
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
を
始
め
よ
う
〜

　
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
燃
料
消

費
量
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
減
ら
し
、

地
球
温
暖
化
防
止
に
つ
な
げ
る

﹁
運
転
技
術
﹂
や
﹁
心
掛
け
﹂
で

す
。
ま
た
、
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
は
交

通
事
故
の
削
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

小
さ
な
意
識
を
習
慣
に
す
る
こ
と

で
、
あ
な
た
の
運
転
が
変
わ
り
、

社
会
が
変
わ
り
ま
す
。

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
10
の
す
す
め

①
ふ
ん
わ
り
ア
ク
セ
ル
﹁
ｅ
ス
タ

　
ー
ト
﹂

②
車
間
距
離
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
、

　
加
速
・
減
速
の
少
な
い
運
転

③
減
速
時
は
早
め
に
ア
ク
セ
ル
を

　
離
そ
う

④
エ
ア
コ
ン
の
使
用
は
適
切
に

⑤
ム
ダ
な
ア
イ
ド
リ
ン
グ
は
や
め

　
よ
う

⑥
渋
滞
を
避
け
、
余
裕
を
も
っ
て

　
出
発
し
よ
う

⑦
タ
イ
ヤ
の
空
気
圧
か
ら
始
め
る

　
点
検
・
整
備

⑧
不
要
な
荷
物
は
お
ろ
そ
う

⑨
走
行
の
妨
げ
と
な
る
駐
車
は
や

　
め
よ
う

⑩
自
分
の
燃
費
を
把
握
し
よ
う

t
環
境
課

　
☎
(32)
１
３
７
４

　 11
月
は
静
岡
県
子
供
・
若

者
育
成
支
援
強
調
月
間

　
子
ど
も
・
若
者
の
健
全
な
育
成

に
は
、
﹁
地
域
の
子
ど
も
は
地
域

の
大
人
が
育
て
る
﹂
と
い
う
意
識

を
持
ち
、
子
ど
も
・
若
者
が
社
会

の
一
員
と
し
て
自
立
し
、
主
体
的

に
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

県
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
近
年
、
い
じ
め
の
深
刻
化
や
不

登
校
、
児
童
虐
待
や
児
童
ポ
ル
ノ

な
ど
子
ど
も
・
若
者
が
被
害
者
と

な
る
事
件
の
発
生
、
後
を
絶
た
な

い
少
年
非
行
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

へ
の
依
存
に
よ
る
生
活
の
乱
れ
や

氾
濫
す
る
違
法
・
有
害
な
情
報
に

接
触
す
る
危
険
性
の
増
大
、
ニ
ー

ト
・
ひ
き
こ
も
り
な
ど
の
子
ど

も
・
若
者
の
社
会
的
自
立
の
遅
れ

な
ど
、
子
ど
も
・
若
者
を
取
り
巻

く
問
題
は
深
刻
か
つ
多
様
に
な
っ

て
い
ま
す
。
静
岡
県
で
は
、
11
月

を
﹁
子
供
・
若
者
育
成
支
援
強
調

月
間
﹂
と
し
て
、
子
ど
も
・
若
者

の
健
や
か
な
育
成
に
向
け
た
取
組

を
一
層
推
進
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
皆
さ
ん
自
身
が
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
行
動
す
る
き

っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。

t
生
涯
学
習
課

　
☎
(32)
１
９
６
２

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
紹
介

担
当
地
区
︵
９
月
１
日
付
︶

［
富
戸
　
大
室
高
原
８
・
11
丁
目
］

　
鳥
居
陽
子
　
☎
(51)
４
１
２
５

連
絡
先
変
更

［
岡
　
小
川
１
丁
目
・
水
道
山
町
］

　
藤
枝
滋
世
　
☎
(37)
０
２
５
６

［
富
戸
　
大
室
高
原
４
・
10
丁
目
］

　
小
内
豊
勝
　
☎
０
９
０
︵
３
０

　
４
６
︶
７
２
２
２

担
当
地
区
変
更

大
川
照
幸

（新）
川
奈
小
室
４
丁
目
８
〜
13
・

　
16
・
19
〜
23
組

磯
崎
き
よ
江

(新)
川
奈
小
室
４
丁
目
１
〜
７
・

　
14
・
15
・
17
・
18
組

t
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
(36)
５
５
１
２

静
岡
県
最
低
賃
金
の
改
正

　
静
岡
県
内
の
事
業
場
で
働
く
︵
パ

ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
含
む
。
︶

全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
﹁
静

岡
県
最
低
賃
金
﹂
が
改
正
さ
れ
、

10
月
３
日
㈬
か
ら
時
間
額
８
５
８

円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
特
定

の
産
業
に
は
特
定
︵
産
業
別
︶
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

t
静
岡
労
働
局
賃
金
室

　
☎
０
５
４︵
２
５
４
︶６
３
１
５

市役所開庁時間：8時30分～17時15分
※土日・祝日は閉庁

お
知
ら
せ
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TEL.0120-363-129 www.resort129.com

保険課

もしもの備え
　ほけんであんしん
生命保険も損害保険も

ご相談ください。
伊豆急コミュニティーに

もしもの備え
　ほけんであんしん

美しい時代へ 東急グループ

第
３
期
伊
東
市
営
天
城
霊

園
墓
所
使
用
者
募
集

募
集
区
画
　
芝
生
墓
所
・
普
通
墓

　
所
︵
使
用
済
区
画
あ
り
︶

墓
所
使
用
料

・
市
内
居
住
者
　
43
万
円

・
市
外
居
住
者
　
60
万
２
千
円

墓
所
管
理
料
︵
消
費
税
込
︶

・
芝
生
墓
所
　
年
額
６
４
８
０
円

・
普
通
墓
所
　
年
額
５
４
０
０
円

申
込
資
格
　
市
税
な
ど
の
完
納
者

　
で
、
次
の
各
区
分
の
要
件
に
該

　
当
す
る
人
︵
応
募
多
数
時
は
焼

　
骨
を
お
持
ち
の
人
優
先
︶

◆
市
内
居
住
者

・
使
用
申
請
の
日
か
ら
起
算
し
て

　
１
年
以
上
前
か
ら
本
市
に
居
住

　
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

　
れ
て
い
る
人

◆
市
外
居
住
者

・
本
市
に
本
籍
が
あ
る
人
又
は
あ

　
っ
た
人

・
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

　
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
市
に
居

　
宅
が
あ
り
、
１
年
以
上
居
住
し

　
て
い
る
人

・
本
市
に
転
入
後
１
年
未
満
の
人

　
で
、
転
入
後
に
焼
骨
が
生
じ
、

　
埋
葬
す
る
場
所
が
な
い
人

申
込
み
　
申
請
書
類
︵
左
記
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。︶
を

　
申
請
者
︵
家
族
可
︶
が
、
振
興

　
公
社
窓
口
︵
観
光
会
館
２
階
︶

　
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
11
月
１
日
㈭
〜
31
年

　
２
月
28
日
㈭
　
９
時
〜
17
時

抽
選
日
　
31
年
３
月
11
日
㈪

t
振
興
公
社

　
☎
(37)
７
１
３
５

第
７
回
全
日
本
ま
く
ら
投
げ
大

会
　 in

伊
東
温
泉
参
加
者
募
集

　
誰
も
が
修
学
旅
行
で
経
験
し
た

こ
と
の
あ
る
﹁
ま
く
ら
投
げ
﹂
を

競
技
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ

ふ
れ
る
伊
東
市
発
祥
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　
こ
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま

す
。
参
加
申
込
多
数
の
場
合
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

日
　
程
　
31
年
２
月
23
日
㈯
・
24

　
日
㈰

会
　
場
　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

申
込
み
　
一
般
の
部
・
子
ど
も
の

　
部
の
２
部
門
で
す
。
詳
細
は
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

申
込
期
間
　
11
月
１
日
㈭
か
ら
30

　
日
㈮
ま
で
。

t
伊
東
観
光
協
会

　
☎
(37)
６
１
０
５

伊
東
市
成
人
式

対
　
象
　
平
成
10
年
４
月
２
日
〜

　
11
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

日
　
時
　
31
年
１
月
13
日
㈰
　
10

　
時
開
場
、
10
時
30
分
開
式

会
　
場
　
観
光
会
館

※
伊
東
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
対

　
象
者
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

　
住
民
登
録
を
市
外
に
移
し
た
人

　
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

t
生
涯
学
習
課

　
☎
(32)
１
９
６
２

第
　 23

回
国
際
交
流
フ
ェ
ス

タ
　 in

Ｉ
Ｔ
Ｏ

日
　
時
　
11
月
23
日
︵
金
・
祝
︶

　
10
時
〜
15
時

会
　
場
　
観
光
会
館
別
館

内
　
容
　
外
国
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、

外
国
の
食
べ
物
の
販
売
、
茶

道
・
生
花
・
お
琴
・
書
道
・
折

紙
の
日
本
文
化
体
験
、
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
︵
民
族
衣
装
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
ダ
ン
ス
、
剣
舞
な
ど
︶

会
員
募
集
　
国
際
交
流
協
会
で
は

随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
友
好
都
市
︵
伊
・
リ
エ
テ

ィ
市
、
英
・
メ
ド
ウ
ェ
イ
市
な

ど
︶
と
の
交
流
、
外
国
か
ら
伊

東
へ
来
て
い
る
人
々
の
た
め
の

日
本
語
教
室
や
英
会
話
な
ど
の

語
学
教
室
、
そ
の
ほ
か
に
も

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

t
伊
東
国
際
交
流
協
会

　
☎
(32)
４
６
６
６

　
✉ia

ir-
p
r@

i-
y
o
u
n
e
t.n

e
.jp

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
２

０
１
９
　
が
静
岡
で
開
催
！

　
静
岡
会
場
︵
小
笠
山
総
合
運
動

公
園
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
︶
で
は

４
試
合
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
チ
ケ
ッ
ト
購
入
に
は
、
大
会
公

式
チ
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
︵h

ttp
s:/

/

tick
ets.ru

g
b

y
w

o
rld

cu
p

.co
m

/

︶

で
Ｉ
Ｄ
登
録
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

﹁
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
　

チ
ケ
ッ
ト
﹂
で
検
索
！

t
行
政
経
営
課

　
☎
(32)
１
１
７
１

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
セ
ミ
ナ
ー
・

相
談
会︵
無
料
︶

日
　
時
　
12
月
１
日
㈯

　
13
時
︵
受
付
︶
〜
16
時
30
分

会
　
場
　
市
役
所
８
階
大
会
議
室

内
　
容

︵
第
１
部
︶
講
演
﹁
マ
ン
シ
ョ
ン

　
高
齢
化
時
代
を
生
き
る
﹂

︵
第
２
部
︶
参
加
管
理
組
合
に
よ

　
る
意
見
交
換
会

︵
第
３
部
︶
個
別
相
談
会

申
込
み
　
電

　
話
で
左
記

　
へ
︵
参
加

　
は
ど
な
た

　
で
も
可
︶
。

t
建
築
住
宅
課

　
☎
(32)
１
７
６
３

図
書
館
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク

ル
サ
ー
ビ
ス

　
廃
棄
図
書
や
保
存
期
間
を
過
ぎ

た
雑
誌
、
登
録
さ
れ
な
か
っ
た
寄

贈
図
書
を
皆
さ
ん
に
無
償
配
布
し

ま
す
。
図
書
な
ど
を
入
れ
る
袋
を

用
意
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
11
月
25
日
㈰
　
10
時
〜

　
16
時

会
　
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中

　
央
会
館

冊
　
数
　
１
人
10
冊
ま
で
配
布

※
駐
車
場
は
旧

　
伊
東
マ
ン
ダ

　
リ
ン
ホ
テ
ル

　
跡
地
仮
設
駐

　
車
場
を
ご
利

　
用
く
だ
さ
い
。

t
伊
東
図
書
館

　
☎
(36)
７
４
３
３

庭
木
せ
ん
定
無
料
講
習
会

　
市
内
の
花
き
農
家
の
皆
さ
ん
に

よ
る
庭
木
の
せ
ん
定
講
習
会
で
す
。

日
　
時
　
11
月
３
日
︵
土
・
祝
︶

　
13
時
〜
15
時
︵
雨
天
決
行
︶

会
　
場
　
Ｊ
Ａ
あ
い
ら
伊
豆
い
で

　
湯
っ
こ
市
場 

植
木
直
売
所
横

持
ち
物
　
手
袋
、
せ
ん
定
ば
さ
み

　
又
は
植
木
ば
さ
み

申
込
み
　
不
要

t
Ｊ
Ａ
あ
い
ら
伊
豆
い
で
湯
っ
こ

　
市
場
緑
化
部

　
☎
(45)
５
５
９
４

第
　 13

回
菓
子
ま
つ
り

メ
イ
ド
Ｉ
Ｎ
伊
東

　
伊
東
菓
子
組
合
が
﹁
お
客
様
へ

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
﹂
お
菓
子

の
格
安
販
売
や
菓
子
作
り
体
験
で

作
っ
た
お
菓
子
の
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
﹁
お
い
し
い
お
菓
子
﹂
と
﹁
楽

し
い
企
画
﹂
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
12
月
２
日
㈰
　
10
時
〜

　
14
時

会
　
場
　
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ

　
ー

t
伊
東
菓
子
組
合
︵
甘
青
堂
︶

　
☎
(37)
３
９
４
６

納税相談会
①市税・国保税のことは…

Kt収納課　☎32-1291

②後期高齢者医療保険料の

　ことは…

Kt保険年金課　☎32-1624

休日：①②11月17日㈯

　　　①８時30分〜正午

　　　②８時30分〜17時

夜間：①11月15日㈭

　　　②今月はありません

　　　①17時30分〜19時

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

人口と世帯数
９/30現在　（　）前月比

　人　口　69,363人(−94)

　　男　　32,675人(−49)

　　女　　36,688人(−45)

　世帯数　35,369世帯(−50)

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

市水道の平日・休日の修理
水道のトラブルは

伊東市水道センター☎36-2010へ

（受付時間：８時30分〜22時）

水道本管、一般家庭の水道メー

ターまでの漏水調査と修理手配

を行います。

※なお、水道メーター以降(宅

内側)の修理及び排水などの

トラブルは、直接、水道工事

店へ。

　

T
M

イ
ベ
ン
ト

教

　室

小笠山総合運動公園エコパスタジアム開催試合
開催日（2019年） 試　合
９月28日（土）
　16時15分～

日　　　　　本
v

アイルランド

10月４日（金）
　18時45分～

南 ア フ リ カ
v

イ　タ　リ　ア

10月９日（水）
　16時15分～

スコットランド
v

ロ　　シ　　ア

10月11日（金）
　19時15分～

オーストラリア
v

ジ ョ ー ジ ア

募

　集

あなたのスマホに
「広報いとう」を！

上記QRコードでアプリをインストールし
「お住まいの地域」で「伊東市」を登録！
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TEL.0120-363-129 www.resort129.com

保険課

もしもの備え
　ほけんであんしん
生命保険も損害保険も

ご相談ください。
伊豆急コミュニティーに

もしもの備え
　ほけんであんしん

美しい時代へ 東急グループ

第
３
期
伊
東
市
営
天
城
霊

園
墓
所
使
用
者
募
集

募
集
区
画
　
芝
生
墓
所
・
普
通
墓

　
所
︵
使
用
済
区
画
あ
り
︶

墓
所
使
用
料

・
市
内
居
住
者
　
43
万
円

・
市
外
居
住
者
　
60
万
２
千
円

墓
所
管
理
料
︵
消
費
税
込
︶

・
芝
生
墓
所
　
年
額
６
４
８
０
円

・
普
通
墓
所
　
年
額
５
４
０
０
円

申
込
資
格
　
市
税
な
ど
の
完
納
者

　
で
、
次
の
各
区
分
の
要
件
に
該

　
当
す
る
人
︵
応
募
多
数
時
は
焼

　
骨
を
お
持
ち
の
人
優
先
︶

◆
市
内
居
住
者

・
使
用
申
請
の
日
か
ら
起
算
し
て

　
１
年
以
上
前
か
ら
本
市
に
居
住

　
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ

　
れ
て
い
る
人

◆
市
外
居
住
者

・
本
市
に
本
籍
が
あ
る
人
又
は
あ

　
っ
た
人

・
本
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

　
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
市
に
居

　
宅
が
あ
り
、
１
年
以
上
居
住
し

　
て
い
る
人

・
本
市
に
転
入
後
１
年
未
満
の
人

　
で
、
転
入
後
に
焼
骨
が
生
じ
、

　
埋
葬
す
る
場
所
が
な
い
人

申
込
み
　
申
請
書
類
︵
左
記
ま
で

　
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。︶
を

　
申
請
者
︵
家
族
可
︶
が
、
振
興

　
公
社
窓
口
︵
観
光
会
館
２
階
︶

　
へ
直
接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
11
月
１
日
㈭
〜
31
年

　
２
月
28
日
㈭
　
９
時
〜
17
時

抽
選
日
　
31
年
３
月
11
日
㈪

t
振
興
公
社

　
☎
(37)
７
１
３
５

第
７
回
全
日
本
ま
く
ら
投
げ
大

会
　 in

伊
東
温
泉
参
加
者
募
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誰
も
が
修
学
旅
行
で
経
験
し
た

こ
と
の
あ
る
﹁
ま
く
ら
投
げ
﹂
を

競
技
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
あ

ふ
れ
る
伊
東
市
発
祥
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

　
こ
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま

す
。
参
加
申
込
多
数
の
場
合
、
抽

選
と
な
り
ま
す
。

日
　
程
　
31
年
２
月
23
日
㈯
・
24

　
日
㈰

会
　
場
　
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

申
込
み
　
一
般
の
部
・
子
ど
も
の

　
部
の
２
部
門
で
す
。
詳
細
は
市

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　
い
。

申
込
期
間
　
11
月
１
日
㈭
か
ら
30

　
日
㈮
ま
で
。

t
伊
東
観
光
協
会

　
☎
(37)
６
１
０
５

伊
東
市
成
人
式

対
　
象
　
平
成
10
年
４
月
２
日
〜

　
11
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

日
　
時
　
31
年
１
月
13
日
㈰
　
10

　
時
開
場
、
10
時
30
分
開
式

会
　
場
　
観
光
会
館

※
伊
東
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
対

　
象
者
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

　
住
民
登
録
を
市
外
に
移
し
た
人

　
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

t
生
涯
学
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課
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(32)
１
９
６
２

第
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回
国
際
交
流
フ
ェ
ス

タ
　 in

Ｉ
Ｔ
Ｏ

日
　
時
　
11
月
23
日
︵
金
・
祝
︶

　
10
時
〜
15
時

会
　
場
　
観
光
会
館
別
館

内
　
容
　
外
国
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、

外
国
の
食
べ
物
の
販
売
、
茶

道
・
生
花
・
お
琴
・
書
道
・
折

紙
の
日
本
文
化
体
験
、
ス
テ
ー

ジ
シ
ョ
ー
︵
民
族
衣
装
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
ダ
ン
ス
、
剣
舞
な
ど
︶

会
員
募
集
　
国
際
交
流
協
会
で
は

随
時
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
友
好
都
市
︵
伊
・
リ
エ
テ

ィ
市
、
英
・
メ
ド
ウ
ェ
イ
市
な

ど
︶
と
の
交
流
、
外
国
か
ら
伊

東
へ
来
て
い
る
人
々
の
た
め
の

日
本
語
教
室
や
英
会
話
な
ど
の

語
学
教
室
、
そ
の
ほ
か
に
も

様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

t
伊
東
国
際
交
流
協
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４
６
６
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n
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０
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９
　
が
静
岡
で
開
催
！

　
静
岡
会
場
︵
小
笠
山
総
合
運
動

公
園
エ
コ
パ
ス
タ
ジ
ア
ム
︶
で
は

４
試
合
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
チ
ケ
ッ
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に
は
、
大
会
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式
チ
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ッ
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サ
イ
ト
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ttp
s:/

/
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g
b

y
w

o
rld
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p
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/

︶

で
Ｉ
Ｄ
登
録
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

﹁
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
　

チ
ケ
ッ
ト
﹂
で
検
索
！
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１
７
１

マ
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ョ
ン
管
理
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相
談
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無
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︶

日
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12
月
１
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㈯

　
13
時
︵
受
付
︶
〜
16
時
30
分

会
　
場
　
市
役
所
８
階
大
会
議
室

内
　
容

︵
第
１
部
︶
講
演
﹁
マ
ン
シ
ョ
ン

　
高
齢
化
時
代
を
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き
る
﹂

︵
第
２
部
︶
参
加
管
理
組
合
に
よ

　
る
意
見
交
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会

︵
第
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部
︶
個
別
相
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会

申
込
み
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話
で
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記

　
へ
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参
加

　
は
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な
た

　
で
も
可
︶
。
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書
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棄
図
書
や
保
存
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間
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ぎ

た
雑
誌
、
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れ
な
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っ
た
寄

贈
図
書
を
皆
さ
ん
に
無
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配
布
し

ま
す
。
図
書
な
ど
を
入
れ
る
袋
を

用
意
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
11
月
25
日
㈰
　
10
時
〜

　
16
時

会
　
場
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
中

　
央
会
館

冊
　
数
　
１
人
10
冊
ま
で
配
布

※
駐
車
場
は
旧

　
伊
東
マ
ン
ダ

　
リ
ン
ホ
テ
ル

　
跡
地
仮
設
駐

　
車
場
を
ご
利

　
用
く
だ
さ
い
。

t
伊
東
図
書
館

　
☎
(36)
７
４
３
３

庭
木
せ
ん
定
無
料
講
習
会

　
市
内
の
花
き
農
家
の
皆
さ
ん
に

よ
る
庭
木
の
せ
ん
定
講
習
会
で
す
。

日
　
時
　
11
月
３
日
︵
土
・
祝
︶

　
13
時
〜
15
時
︵
雨
天
決
行
︶

会
　
場
　
Ｊ
Ａ
あ
い
ら
伊
豆
い
で

　
湯
っ
こ
市
場 

植
木
直
売
所
横

持
ち
物
　
手
袋
、
せ
ん
定
ば
さ
み

　
又
は
植
木
ば
さ
み

申
込
み
　
不
要

t
Ｊ
Ａ
あ
い
ら
伊
豆
い
で
湯
っ
こ

　
市
場
緑
化
部

　
☎
(45)
５
５
９
４

第
　 13

回
菓
子
ま
つ
り

メ
イ
ド
Ｉ
Ｎ
伊
東

　
伊
東
菓
子
組
合
が
﹁
お
客
様
へ

日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
﹂
お
菓
子

の
格
安
販
売
や
菓
子
作
り
体
験
で

作
っ
た
お
菓
子
の
コ
ン
テ
ス
ト
な

ど
﹁
お
い
し
い
お
菓
子
﹂
と
﹁
楽

し
い
企
画
﹂
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

日
　
時
　
12
月
２
日
㈰
　
10
時
〜

　
14
時

会
　
場
　
市
役
所
１
階
市
民
ロ
ビ

　
ー

t
伊
東
菓
子
組
合
︵
甘
青
堂
︶

　
☎
(37)
３
９
４
６

納税相談会
①市税・国保税のことは…

Kt収納課　☎32-1291

②後期高齢者医療保険料の

　ことは…

Kt保険年金課　☎32-1624

休日：①②11月17日㈯

　　　①８時30分〜正午

　　　②８時30分〜17時

夜間：①11月15日㈭

　　　②今月はありません

　　　①17時30分〜19時

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

人口と世帯数
９/30現在　（　）前月比

　人　口　69,363人(−94)

　　男　　32,675人(−49)

　　女　　36,688人(−45)

　世帯数　35,369世帯(−50)

◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆ ◆

市水道の平日・休日の修理
水道のトラブルは

伊東市水道センター☎36-2010へ

（受付時間：８時30分〜22時）

水道本管、一般家庭の水道メー

ターまでの漏水調査と修理手配

を行います。

※なお、水道メーター以降(宅

内側)の修理及び排水などの

トラブルは、直接、水道工事

店へ。

　

T
M

イ
ベ
ン
ト

教

　室

小笠山総合運動公園エコパスタジアム開催試合
開催日（2019年） 試　合
９月28日（土）
　16時15分～

日　　　　　本
v

アイルランド

10月４日（金）
　18時45分～

南 ア フ リ カ
v

イ　タ　リ　ア

10月９日（水）
　16時15分～

スコットランド
v

ロ　　シ　　ア

10月11日（金）
　19時15分～

オーストラリア
v

ジ ョ ー ジ ア

募

　集

あなたのスマホに
「広報いとう」を！

上記QRコードでアプリをインストールし
「お住まいの地域」で「伊東市」を登録！
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相談案内 みんなの暦
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

伊東温泉競輪　　本場開催はありません。

場 外 開 催　　■防府記念　1〜4　　■福井ＦⅠ　5〜7　　■青森ＦⅠ　7〜9

　　■取手記念　10〜13　　■武雄ＦⅠ　17・18　　■小田原ＦⅠ　17〜19　　■西武園ＦⅠ　20〜22

　　■競輪祭 GⅠナイター（小倉）　20〜25　　■川崎ＦⅠ　23〜25　　■豊橋ＦⅠ　28〜30

■夜間（午後７時～午後11時）は 夜間救急医療センターへ　☎37‐2510
■深夜（午後11時～午前８時）は 伊東市民病院へ　☎37‐2626
■休日（午前９時～午後５時）は 各当番医へ　＊緊急の場合は　☎119へ

急病になったら…

平成30年（2018年）11月（霜月）会場…市役所２階市民サービスセンター

t市民サービスセンター　☎52-3002（予約）

相談日が祝日の場合はお休みです。

■観光イベントなどの情報は…
　伊東観光協会　☎37-6105

伊東マリンタウン

市民カードデー

伊東マリンタウン

市民カードデー

伊東マリンタウン

市民カードデー

伊東マリンタウン

市民カードデー

伊東マリンタウン

市民カードデー

伊東温泉競輪開催日 t競輪事業課　☎37-4260

※都合により、相談員が変更となる場合があります。

　

国民健康保険税５期
11月の納税

t収　　納　　課　☎32-1291

個 人 事 業 税 ２ 期 t熱海財務事務所　☎82-9086

納期限は11月30日㈮ 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

佐藤病院
d37-2226

高野医院
d38-2111

伊東ヘルスサポートクリニック
d55-7622

なかむら内科・消化器内科
クリニック　d36-5577

はぁとふる内科・泌尿器科
川奈　d45-5000

山本医院
d47-5566

木村整形外科クリニック
d32-0600

伊豆高原メディカルたかや
なぎ整形外科　d55-3322

立花胃腸科外科
d45-4811

大川胃腸科外科
d36-9559

青木クリニック
d45-5115

メディカルはば伊豆高原
d33-1200

むらかみ小児科クリニック
d52-4710

高野医院
d38-2111

日吉医院
d37-0763

伊東病院
d37-8888

はぁとふる内科・泌尿器科
川奈　d45-5000

山本医院
d47-5566

3㈯

4㈰

11㈰

18㈰

23㈮

25㈰

日・曜日

休
日
（
日
曜
・
祝
日
）
当
番
医

内　科 外　科 小児科

月〜金曜日　９時〜16時30分

■教育相談

月〜金曜日　９時〜16時

■女性相談　＊月水金は女性相談員が対応

第２、第４火曜日  13時30分〜16時30分

■あんしん法律相談　＊要電話予約

毎週水曜日　13時30分〜16時

■心配ごと相談■心配ごと相談

15日㈭　13時30分〜14時30分・14時45分〜15時45分

■メンタル相談　＊要電話予約

14日㈬　10時〜14時30分／三島年金事務所

28日㈬　10時〜14時30分／三島年金事務所

■出張年金相談　＊要電話予約（保険年金課　☎32-1625）

12日㈮　14時〜15時30分

19日㈪　10時〜15時

20日㈫　10時〜15時

 5日㈪　13時30分〜15時30分

毎週火曜日　９時30分〜正午

■補聴器の相談会

■身体障がい福祉相談会　＊要電話予約　

■知的障がい福祉相談会　＊要電話予約

月〜金曜日　10時〜16時

市役所５階509号室

市役所１階社会福祉課

健康福祉センター

健康福祉センター

市役所４階健康推進課

市役所５階中会議室

市役所５階中会議室

観光会館第４会議室

玖須美温泉会館

八幡野コミュニティセンター

社会福祉課相談室

社会福祉課相談室

健康福祉センター

教育相談室　☎37-7476

会　　場相談内容・日時 問い合わせ

社会福祉課　☎32-1537

社会福祉協議会　☎36-5512

社会福祉協議会　☎36-5512

健康推進課　☎32-1584

その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、

ねんきんダイヤルへ　☎0570-05-1165

社会福祉課　☎32-1533

なかいずリハ　☎0558-83-2195

いぶき　☎52-3213

家庭児童相談室　☎37-9667（10時〜16時）

子育て支援課　☎32-1581

■家庭児童相談　＊要電話予約

ここからマーケッ
ト
タウンミーティング

（池）

尻つみ祭りタウンミーティング
（新井）

タウンミーティング
（赤沢）

文化の日

勤労感謝の日広報いとう12月号
配布予定日

伊東駅前朝市
（毎週土・日曜日）

立冬

土用

小雪

献血
今月の

15日㈪　８時45分〜11時30分／東端克博 弁護士

13日㈫　８時45分〜11時30分／瀬野俊之 弁護士

20日㈫　８時45分〜11時30分／東端克博 弁護士

22日㈭　８時45分〜11時30分／　山　功 弁護士

15日㈭　13時〜15時／山本彰・鈴木とも子 行政相談委員

■法律相談　＊要電話予約８人 ■行政相談

毎週月曜日　13時〜15時／消費生活相談員

■消費生活相談　＊祝日除く

月〜金曜日　８時30分〜正午・13時〜17時15分／市相談担当

■市民相談　＊祝日除く

＊今月はありません。

■警察の出張相談

（道路利用関係・車庫証明・表示登記・土地測量・隣地境界）

14日㈬　10時〜正午／行政書士・土地家屋調査士

■行政手続と表示登記の相談

9日㈮　13時〜15時／田中好明 税理士

■税務相談　＊先着６人

1日㈭　10時〜正午／兼行邦夫 司法書士

■登記の相談　＊先着６人

1日㈭　13時〜15時／山口早苗・速水ふじ子 人権擁護委員

■人権相談

20日㈫　13時〜15時30分／原田健一 弁護士

＊今月は県相談員による相談はありません。

■交通事故相談　＊要電話予約４人

予約開始11月１日㈭〜

22日㈭　13時〜15時／宅建協会東部支部相談員

■市民不動産相談

そうだ！ 市民サービスセンターに相談しよう

ほかにも相談いろいろあります

献血へお越しの際は
身分証明書をお持ち
ください。

t社会福祉協議会　☎36-5512

29日（木）　10：00〜11：45、13：00〜15：30　
　　　　24伊東市役所

シーサイドスパ「市
民サービスデー」は

「市民カードデー」
に名前が変わりま
した。
t伊東マリンタウン

　☎38-1811

＊今月の会場は展望ギャラリー

17 2018.11 広報いとう 16

■当番医の予定は変更となる場合がありますので、最新の情報はナビダイヤル　☎0570-064307か市ホームページでご確認ください。
■夜間救急医療センターは、伊東市医師会に診療業務をお願いしています。
■休日当番医は、伊東市医師会の協力により運営しています。



相談案内 みんなの暦
日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

伊東温泉競輪　　本場開催はありません。

場 外 開 催　　■防府記念　1〜4　　■福井ＦⅠ　5〜7　　■青森ＦⅠ　7〜9

　　■取手記念　10〜13　　■武雄ＦⅠ　17・18　　■小田原ＦⅠ　17〜19　　■西武園ＦⅠ　20〜22

　　■競輪祭 GⅠナイター（小倉）　20〜25　　■川崎ＦⅠ　23〜25　　■豊橋ＦⅠ　28〜30

■夜間（午後７時～午後11時）は 夜間救急医療センターへ　☎37‐2510
■深夜（午後11時～午前８時）は 伊東市民病院へ　☎37‐2626
■休日（午前９時～午後５時）は 各当番医へ　＊緊急の場合は　☎119へ

急病になったら…

平成30年（2018年）11月（霜月）会場…市役所２階市民サービスセンター

t市民サービスセンター　☎52-3002（予約）

相談日が祝日の場合はお休みです。

■観光イベントなどの情報は…
　伊東観光協会　☎37-6105

伊東マリンタウン

市民カードデー

伊東マリンタウン

市民カードデー

伊東マリンタウン

市民カードデー

伊東マリンタウン

市民カードデー

伊東マリンタウン

市民カードデー

伊東温泉競輪開催日 t競輪事業課　☎37-4260

※都合により、相談員が変更となる場合があります。

　

国民健康保険税５期
11月の納税

t収　　納　　課　☎32-1291

個 人 事 業 税 ２ 期 t熱海財務事務所　☎82-9086

納期限は11月30日㈮ 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30

友引 先負 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引

佐藤病院
d37-2226

高野医院
d38-2111

伊東ヘルスサポートクリニック
d55-7622

なかむら内科・消化器内科
クリニック　d36-5577

はぁとふる内科・泌尿器科
川奈　d45-5000

山本医院
d47-5566

木村整形外科クリニック
d32-0600

伊豆高原メディカルたかや
なぎ整形外科　d55-3322

立花胃腸科外科
d45-4811

大川胃腸科外科
d36-9559

青木クリニック
d45-5115

メディカルはば伊豆高原
d33-1200

むらかみ小児科クリニック
d52-4710

高野医院
d38-2111

日吉医院
d37-0763

伊東病院
d37-8888

はぁとふる内科・泌尿器科
川奈　d45-5000

山本医院
d47-5566

3㈯

4㈰

11㈰

18㈰

23㈮

25㈰

日・曜日

休
日
（
日
曜
・
祝
日
）
当
番
医

内　科 外　科 小児科

月〜金曜日　９時〜16時30分

■教育相談

月〜金曜日　９時〜16時

■女性相談　＊月水金は女性相談員が対応

第２、第４火曜日  13時30分〜16時30分

■あんしん法律相談　＊要電話予約

毎週水曜日　13時30分〜16時

■心配ごと相談■心配ごと相談

15日㈭　13時30分〜14時30分・14時45分〜15時45分

■メンタル相談　＊要電話予約

14日㈬　10時〜14時30分／三島年金事務所

28日㈬　10時〜14時30分／三島年金事務所

■出張年金相談　＊要電話予約（保険年金課　☎32-1625）

12日㈮　14時〜15時30分

19日㈪　10時〜15時

20日㈫　10時〜15時

 5日㈪　13時30分〜15時30分

毎週火曜日　９時30分〜正午

■補聴器の相談会

■身体障がい福祉相談会　＊要電話予約　

■知的障がい福祉相談会　＊要電話予約

月〜金曜日　10時〜16時

市役所５階509号室

市役所１階社会福祉課

健康福祉センター

健康福祉センター

市役所４階健康推進課

市役所５階中会議室

市役所５階中会議室

観光会館第４会議室

玖須美温泉会館

八幡野コミュニティセンター

社会福祉課相談室

社会福祉課相談室

健康福祉センター

教育相談室　☎37-7476

会　　場相談内容・日時 問い合わせ

社会福祉課　☎32-1537

社会福祉協議会　☎36-5512

社会福祉協議会　☎36-5512

健康推進課　☎32-1584

その他、厚生年金等の請求やご不明な点は、

ねんきんダイヤルへ　☎0570-05-1165

社会福祉課　☎32-1533

なかいずリハ　☎0558-83-2195

いぶき　☎52-3213

家庭児童相談室　☎37-9667（10時〜16時）

子育て支援課　☎32-1581

■家庭児童相談　＊要電話予約

ここからマーケッ
ト
タウンミーティング

（池）

尻つみ祭りタウンミーティング
（新井）

タウンミーティング
（赤沢）

文化の日

勤労感謝の日広報いとう12月号
配布予定日

伊東駅前朝市
（毎週土・日曜日）

立冬

土用

小雪

献血
今月の

15日㈪　８時45分〜11時30分／東端克博 弁護士

13日㈫　８時45分〜11時30分／瀬野俊之 弁護士

20日㈫　８時45分〜11時30分／東端克博 弁護士

22日㈭　８時45分〜11時30分／　山　功 弁護士

15日㈭　13時〜15時／山本彰・鈴木とも子 行政相談委員

■法律相談　＊要電話予約８人 ■行政相談

毎週月曜日　13時〜15時／消費生活相談員

■消費生活相談　＊祝日除く

月〜金曜日　８時30分〜正午・13時〜17時15分／市相談担当

■市民相談　＊祝日除く

＊今月はありません。

■警察の出張相談

（道路利用関係・車庫証明・表示登記・土地測量・隣地境界）

14日㈬　10時〜正午／行政書士・土地家屋調査士

■行政手続と表示登記の相談

9日㈮　13時〜15時／田中好明 税理士

■税務相談　＊先着６人

1日㈭　10時〜正午／兼行邦夫 司法書士

■登記の相談　＊先着６人

1日㈭　13時〜15時／山口早苗・速水ふじ子 人権擁護委員

■人権相談

20日㈫　13時〜15時30分／原田健一 弁護士

＊今月は県相談員による相談はありません。

■交通事故相談　＊要電話予約４人

予約開始11月１日㈭〜

22日㈭　13時〜15時／宅建協会東部支部相談員

■市民不動産相談

そうだ！ 市民サービスセンターに相談しよう

ほかにも相談いろいろあります

献血へお越しの際は
身分証明書をお持ち
ください。

t社会福祉協議会　☎36-5512

29日（木）　10：00〜11：45、13：00〜15：30　
　　　　24伊東市役所

シーサイドスパ「市
民サービスデー」は

「市民カードデー」
に名前が変わりま
した。
t伊東マリンタウン

　☎38-1811

＊今月の会場は展望ギャラリー
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■当番医の予定は変更となる場合がありますので、最新の情報はナビダイヤル　☎0570-064307か市ホームページでご確認ください。
■夜間救急医療センターは、伊東市医師会に診療業務をお願いしています。
■休日当番医は、伊東市医師会の協力により運営しています。



税
に
お
け
る
公
平
性
の
確
保

　
地
方
税
は
、
県
市
町
が
住
民
福

祉
な
ど
の
増
進
に
向
け
た
、
様
々

な
施
策
を
実
現
す
る
た
め
の
貴
重

な
財
源
で
す
。
税
金
の
負
担
は
公

平
が
原
則
で
す
。
そ
し
て
、
納
税

は
自
主
納
税
が
原
則
で
す
。

　
大
多
数
の
き
ち
ん
と
納
税
し
て

い
る
人
か
ら
見
れ
ば
、
滞
納
は
不

公
平
に
思
う
は
ず
で
す
。
行
政
に

は
、
厳
正
・
公
平
な
徴
税
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
納
税
者
の
信

頼
を
得
る
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
は
、

き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
立
場
に
立
ち
、
税
に
お
け
る
公

平
性
を
確
保
し
ま
す
。

専
門
家
集
団
に
よ
る
徹
底
し
た
滞

納
処
分

　
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
は
、

県
市
町
に
と
っ
て
徴
収
困
難
な
滞

納
の
移
管
を
受
け
、
捜
索
や
差
押
、

公
売
を
行
っ
て
い
る
滞
納
処
分
の

専
門
機
関
で
す
。
県
市
町
か
ら
機

構
へ
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
様
々
な
滞
納
処
分
に
関
す
る

法
的
な
助
言
な
ど
を
行
う
た
め
、

顧
問
と
し
て
弁
護
士
、
国
税
Ｏ
Ｂ
、

警
察
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
執
行
体
制
の
も

と
、
特
に
徴
収
が
困
難
な
滞
納
に

対
し
、
徹
底
し
た
財
産
調
査
、
滞

納
処
分
を
行
う
と
同
時
に
、
税
務

担
当
職
員
の
実
践
的
な
研
修
や
県

市
町
か
ら
の
徴
収
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

徴
収
事
務
は
最
後
の
砦

　
徴
収
事
務
は
、
地
方
自
治
に
お

い
て
税
の
公
平
性
を
守
る
た
め
の

最
後
の
砦
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
砦
を
守
る
と
い
う
使
命
感
を

持
ち
、
今
後
も
職
員
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
職
務
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。

t
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

　
☎
０
５
４︵
６
５
３
︶０
０
１
１

　
市
の
資
産
を
広
告
媒
体
と
し
て

活
用
し
、
市
内
の
店
舗
や
民
間
会

社
な
ど
の
広
告
掲
載
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
新
た
な
財
源
の
確
保
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
有
料

広
告
掲
載
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
掲
載

す
る
広
告
の
内
容
を
企
画
し
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

掲
載
広
告
を
募
集
す
る
封
筒
は
上

表
の
通
り
で
す
。

※
広
告
の
掲
載
は
市
内
の
事
業
所

　
を
優
先
し
ま
す
。
募
集
枠
数
の

　
半
分
以
上
の
申
込
み
が
な
い
場

　
合
は
掲
載
を
行
い
ま
せ
ん
。

t
庶
務
課

　
☎
(32)
１
２
３
４

　
市
税
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

　
納
期
を
守
っ
て
納
付
し
て
い
る

大
多
数
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
納
期
内
に
納
付
で
き

な
い
場
合
は
国
税
徴
収
法
︵
以
下

﹁
法
﹂
と
し
ま
す
。︶
に
基
づ
き
差

押
・
換
価
な
ど
の
滞
納
処
分
を
執

行
し
ま
す
。
11
月
・
12
月
を
﹁
滞

納
整
理
強
化
月
間
﹂
と
し
、
静
岡

県
、
県
内
の
各
市
町
と
も
連
携
し

て
、
市
税
徴
収
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

納
税
は
全
て
の
支
払
よ
り
優
先

　
納
税
は
国
民
の
義
務
で
す
。
法

に
よ
り
税
金
は
全
て
の
債
務
に
優

先
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

﹁
生
命
保
険
料
の
支
払
が
あ
る
か

ら
﹂﹁
住
宅
や
車
の
ロ
ー
ン
が
あ
る

か
ら
﹂﹁
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
が
あ
る
か

ら
﹂
は
、
納
税
で
き
な
い
理
由
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、

破
産
の
申
立
て
後
、
免
責
許
可
を

受
け
た
場
合
も
税
は
免
責
に
な
り

ま
せ
ん
。
納
税
が
困
難
だ
か
ら
と

い
っ
て
未
納
の
ま
ま
納
期
を
過
ぎ

る
と
延
滞
金
が
掛
か
る
だ
け
で
な

く
、
滞
納
処
分
と
な
り
ま
す
。

　
災
害
・
病
気
・
失
業
・
倒
産
な

ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
税
金

を
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
は
収
納
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

財
産
、
勤
務
先
・
取
引
先
な
ど
へ

の
調
査
・
差
押

　
納
期
内
に
納
付
で
き
な
い
場
合

は
、
法
に
基
づ
き
預
貯
金
口
座
、

生
命
保
険
の
契
約
内
容
、
勤
務
先

の
給
料
、
自
営
業
の
人
は
取
引
先

な
ど
へ
の
調
査
と
差
押
を
行
い
ま

す
。

滞
納
処
分
は
督
促
状
発
送
か
ら

10
日
経
過
後
に
実
施

　
市
税
滞
納
処
分
は
、
滞
納
者
へ

の
予
告
や
同
意
を
必
要
と
せ
ず
執

行
す
る
こ
と
が
法
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
財
産

︵
※
︶
の
調
査
・
捜
索
・
差
押
・

取
立
は
滞
納
者
の
意
思
に
関
係
な

く
行
い
、
事
前
に
告
知
も
し
ま
せ

ん
。

t
収
納
課

　
☎
(32)
１
２
９
１
〜
１
２
９
３

差押件数　実績

滞納処分 滞納

預貯金 生命保険 給与 月平均

254件 58件 14件 57件／月

896件

平成29年度
（４月〜９月末）

平成30年度
（４月〜９月末）

86件 379件

その他

16件

11件 228件／月

滞
納
処
分
の
流
れ

　
納
税
通
知

　

納
期
限

　

督
促
状

督
促
状
の
発
送
か
ら
10
日
経
過

　

差
押
・
取
立
（
換
価
）

　
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
金
銭
に

換
え
、
未
納
税
に
あ
て
ま
す
。

※
財
産

　
・
金
融
機
関
の
預
貯
金

　
・
生
命
保
険
契
約

　
　
︵
解
約
返
戻
金
な
ど
︶

　
・
給
与

　
・
年
金

　
・
売
掛
金

　
・
不
動
産

　
・
自
動
車

　
・
高
級
家
財
や
家
電
な
ど

約
20
日
後

（約１か月間）

滞納整理強化月間
11月・12月は県下一斉

税金は納期内に納めましょう

伊東市の方針 滞納者に対しては、速やかな滞納処分を執行します

市
役
所
が
使
用
す
る
封
筒
に
載
せ
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

11月21日㈬申込期限 31年３月14日㈭
31年度に使用する封筒に掲載する広告募集対象 31年度に使用する封筒に掲載する広告
縦３㎝×横８㎝　単色刷り形　　状 縦３㎝×横８㎝　単色刷り
４枠募集枠数 ４枠
１枠80,000円掲 載 料 １枠20,000円
封筒の裏面掲載場所 封筒の裏面
８万枚発行枚数 ２万枚
４月～６月使用期間 ７月～８月

市県民税、固定資産税、軽自動車税の
市内外の納税義務者に郵送使用方法 国民健康保険税、後期高齢者医療保険料

の市内の納税義務者に郵送

市税の納税通知書用封筒区　　分 国民健康保険税兼
後期高齢者医療保険料額通知書用封筒

広告枠① 広告枠②

広告枠③ 広告枠④

広告掲載イメージ

　静岡地方税滞納整理機構は、平成20年１月に、県と

県内全市町が設立した広域連合です。平成20年４月か

ら本格稼働し、10年が経過しました。

　機構は、県と市町から派遣された職員が、県・市・町

から移管された徴収困難な滞納地方税を、差押や公売と

いった滞納処分を行うことにより徴収する機関です。

静岡地方税滞納整理機構　設立から10年

静岡地方税
滞納整理機構

〈滞納整理の専門機関〉

県税・市町税 平均徴収額 7.7億円／年

捜

　索

差

　押

公

　売
徹底した
財産調査

差し押さえた
財産・不動産
などを売却

研修

研修

滞納の移管
相談

職員派遣

県

市
町

警察OB

国税OB

弁護士
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税
に
お
け
る
公
平
性
の
確
保

　
地
方
税
は
、
県
市
町
が
住
民
福

祉
な
ど
の
増
進
に
向
け
た
、
様
々

な
施
策
を
実
現
す
る
た
め
の
貴
重

な
財
源
で
す
。
税
金
の
負
担
は
公

平
が
原
則
で
す
。
そ
し
て
、
納
税

は
自
主
納
税
が
原
則
で
す
。

　
大
多
数
の
き
ち
ん
と
納
税
し
て

い
る
人
か
ら
見
れ
ば
、
滞
納
は
不

公
平
に
思
う
は
ず
で
す
。
行
政
に

は
、
厳
正
・
公
平
な
徴
税
を
行
う

こ
と
が
求
め
ら
れ
、
納
税
者
の
信

頼
を
得
る
こ
と
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
は
、

き
ち
ん
と
納
税
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
立
場
に
立
ち
、
税
に
お
け
る
公

平
性
を
確
保
し
ま
す
。

専
門
家
集
団
に
よ
る
徹
底
し
た
滞

納
処
分

　
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構
は
、

県
市
町
に
と
っ
て
徴
収
困
難
な
滞

納
の
移
管
を
受
け
、
捜
索
や
差
押
、

公
売
を
行
っ
て
い
る
滞
納
処
分
の

専
門
機
関
で
す
。
県
市
町
か
ら
機

構
へ
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
様
々
な
滞
納
処
分
に
関
す
る

法
的
な
助
言
な
ど
を
行
う
た
め
、

顧
問
と
し
て
弁
護
士
、
国
税
Ｏ
Ｂ
、

警
察
Ｏ
Ｂ
な
ど
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
執
行
体
制
の
も

と
、
特
に
徴
収
が
困
難
な
滞
納
に

対
し
、
徹
底
し
た
財
産
調
査
、
滞

納
処
分
を
行
う
と
同
時
に
、
税
務

担
当
職
員
の
実
践
的
な
研
修
や
県

市
町
か
ら
の
徴
収
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

徴
収
事
務
は
最
後
の
砦

　
徴
収
事
務
は
、
地
方
自
治
に
お

い
て
税
の
公
平
性
を
守
る
た
め
の

最
後
の
砦
で
あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

そ
の
砦
を
守
る
と
い
う
使
命
感
を

持
ち
、
今
後
も
職
員
一
丸
と
な
っ

て
全
力
で
職
務
に
励
ん
で
い
き
ま

す
。

t
静
岡
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

　
☎
０
５
４︵
６
５
３
︶０
０
１
１

　
市
の
資
産
を
広
告
媒
体
と
し
て

活
用
し
、
市
内
の
店
舗
や
民
間
会

社
な
ど
の
広
告
掲
載
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
新
た
な
財
源
の
確
保
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
有
料

広
告
掲
載
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
掲
載
を
希
望
す
る
人
は
、
掲
載

す
る
広
告
の
内
容
を
企
画
し
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

掲
載
広
告
を
募
集
す
る
封
筒
は
上

表
の
通
り
で
す
。

※
広
告
の
掲
載
は
市
内
の
事
業
所

　
を
優
先
し
ま
す
。
募
集
枠
数
の

　
半
分
以
上
の
申
込
み
が
な
い
場

　
合
は
掲
載
を
行
い
ま
せ
ん
。

t
庶
務
課

　
☎
(32)
１
２
３
４

　
市
税
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行

う
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。

　
納
期
を
守
っ
て
納
付
し
て
い
る

大
多
数
の
皆
さ
ん
と
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
納
期
内
に
納
付
で
き

な
い
場
合
は
国
税
徴
収
法
︵
以
下

﹁
法
﹂
と
し
ま
す
。︶
に
基
づ
き
差

押
・
換
価
な
ど
の
滞
納
処
分
を
執

行
し
ま
す
。
11
月
・
12
月
を
﹁
滞

納
整
理
強
化
月
間
﹂
と
し
、
静
岡

県
、
県
内
の
各
市
町
と
も
連
携
し

て
、
市
税
徴
収
の
強
化
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

納
税
は
全
て
の
支
払
よ
り
優
先

　
納
税
は
国
民
の
義
務
で
す
。
法

に
よ
り
税
金
は
全
て
の
債
務
に
優

先
す
る
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

﹁
生
命
保
険
料
の
支
払
が
あ
る
か

ら
﹂﹁
住
宅
や
車
の
ロ
ー
ン
が
あ
る

か
ら
﹂﹁
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
が
あ
る
か

ら
﹂
は
、
納
税
で
き
な
い
理
由
と

し
て
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、

破
産
の
申
立
て
後
、
免
責
許
可
を

受
け
た
場
合
も
税
は
免
責
に
な
り

ま
せ
ん
。
納
税
が
困
難
だ
か
ら
と

い
っ
て
未
納
の
ま
ま
納
期
を
過
ぎ

る
と
延
滞
金
が
掛
か
る
だ
け
で
な

く
、
滞
納
処
分
と
な
り
ま
す
。

　
災
害
・
病
気
・
失
業
・
倒
産
な

ど
の
特
別
な
事
情
に
よ
り
、
税
金

を
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困
難

に
な
っ
た
場
合
は
収
納
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

財
産
、
勤
務
先
・
取
引
先
な
ど
へ

の
調
査
・
差
押

　
納
期
内
に
納
付
で
き
な
い
場
合

は
、
法
に
基
づ
き
預
貯
金
口
座
、

生
命
保
険
の
契
約
内
容
、
勤
務
先

の
給
料
、
自
営
業
の
人
は
取
引
先

な
ど
へ
の
調
査
と
差
押
を
行
い
ま

す
。

滞
納
処
分
は
督
促
状
発
送
か
ら

10
日
経
過
後
に
実
施

　
市
税
滞
納
処
分
は
、
滞
納
者
へ

の
予
告
や
同
意
を
必
要
と
せ
ず
執

行
す
る
こ
と
が
法
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
財
産

︵
※
︶
の
調
査
・
捜
索
・
差
押
・

取
立
は
滞
納
者
の
意
思
に
関
係
な

く
行
い
、
事
前
に
告
知
も
し
ま
せ

ん
。

t
収
納
課

　
☎
(32)
１
２
９
１
〜
１
２
９
３

差押件数　実績

滞納処分 滞納

預貯金 生命保険 給与 月平均

254件 58件 14件 57件／月

896件

平成29年度
（４月〜９月末）

平成30年度
（４月〜９月末）

86件 379件

その他

16件

11件 228件／月

滞
納
処
分
の
流
れ

　
納
税
通
知

　

納
期
限

　

督
促
状

督
促
状
の
発
送
か
ら
10
日
経
過

　

差
押
・
取
立
（
換
価
）

　
差
し
押
さ
え
た
財
産
を
金
銭
に

換
え
、
未
納
税
に
あ
て
ま
す
。

※
財
産

　
・
金
融
機
関
の
預
貯
金

　
・
生
命
保
険
契
約

　
　
︵
解
約
返
戻
金
な
ど
︶

　
・
給
与

　
・
年
金

　
・
売
掛
金

　
・
不
動
産

　
・
自
動
車

　
・
高
級
家
財
や
家
電
な
ど

約
20
日
後

（約１か月間）

滞納整理強化月間
11月・12月は県下一斉

税金は納期内に納めましょう
伊東市の方針 滞納者に対しては、速やかな滞納処分を執行します

市
役
所
が
使
用
す
る
封
筒
に
載
せ
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

11月21日㈬申込期限 31年３月14日㈭
31年度に使用する封筒に掲載する広告募集対象 31年度に使用する封筒に掲載する広告
縦３㎝×横８㎝　単色刷り形　　状 縦３㎝×横８㎝　単色刷り
４枠募集枠数 ４枠
１枠80,000円掲 載 料 １枠20,000円
封筒の裏面掲載場所 封筒の裏面
８万枚発行枚数 ２万枚
４月～６月使用期間 ７月～８月

市県民税、固定資産税、軽自動車税の
市内外の納税義務者に郵送使用方法 国民健康保険税、後期高齢者医療保険料

の市内の納税義務者に郵送

市税の納税通知書用封筒区　　分 国民健康保険税兼
後期高齢者医療保険料額通知書用封筒

広告枠① 広告枠②

広告枠③ 広告枠④

広告掲載イメージ

　静岡地方税滞納整理機構は、平成20年１月に、県と

県内全市町が設立した広域連合です。平成20年４月か

ら本格稼働し、10年が経過しました。

　機構は、県と市町から派遣された職員が、県・市・町

から移管された徴収困難な滞納地方税を、差押や公売と

いった滞納処分を行うことにより徴収する機関です。

静岡地方税滞納整理機構　設立から10年

静岡地方税
滞納整理機構

〈滞納整理の専門機関〉

県税・市町税 平均徴収額 7.7億円／年

捜

　索

差

　押

公

　売
徹底した
財産調査

差し押さえた
財産・不動産
などを売却

研修

研修

滞納の移管
相談

職員派遣

県

市
町

警察OB

国税OB

弁護士
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　平成16年６月の消防法の一部改正
により、平成18年６月１日から住宅
用火災警報器の設置が義務化されま
した。平成18年以前に建てられた住
宅においては、市の条例により平成
21年６月１日から義務設置となりま
した。
　住宅用火災警報器は、古くなると
電子部品の寿命や電池切れなどで、
火災を感知できなくなるため、10年
を目安に機器本体の交換を推奨して
います。
　設置が義務化されてからすでに10
年が経過していますので、皆さんの
家庭に設置されている住宅用火災警
報器について、該当する機器は交換
設置をお願いします。

忘れてない？　サイフにスマホに火の確認
t駿東伊豆消防本部伊東消防署（代表）　☎38-0119

秋季火災予防運動 11月９日(金)～15日(木)

住宅用火災警報器の交換

電池及び機器寿命（約10年を目安）

新築時に設置

設置後10年目安で交換

30年度全国統一標語

平成18年６月１日以降の
新築住宅

条例で定められた期日
（平成21年６月１日）

までに設置

平成31年頃に交換

平成18年６月１日以前に
建てられた住宅

　
消
防
総
合
演
習

　
伊
東
消
防
署
と
伊
東
市
消
防
団

で
は
、
消
防
総
合
演
習
を
行
い
ま

す
。
会
場
付
近
で
は
、
消
防
車
な

ど
の
緊
急
車
両
が
走
行
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
時
・
会
場
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

日
時
と
会
場

11
月
９
日
㈮

・
午
前
７
時
20
分
こ
ろ

　
伊
東
市
役
所
周
辺

・
午
前
10
時
30
分
こ
ろ

　
富
戸
、
市
立
富
戸
小
学
校

t
伊
東
消
防
署

　
☎
(38)
０
１
１
９

　
救
命
講
習

　
伊
東
消
防
署
で
は
、
誰
で
も
応

急
手
当
が
で
き
る
よ
う
救
命
講
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
応
急
手
当

を
覚
え
て
尊
い
命
を
救
い
ま
し
ょ

う
。
開
催
日
や
申
込
方
法
は
、
駿

東
伊
豆
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

t
伊
東
消
防
署

　
☎
(38)
０
１
１
９

メ
ー
ル
１
１
９
番
登
録
の
受
付

　
駿
東
伊
豆
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

で
は
、
携
帯
電
話
か
ら
の
メ
ー
ル

で
１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
聴
覚
障
害
や
言
語
障
害

の
あ
る
人
が
対
象
で
、
利
用
に
は

登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
込
み
　
社
会
福
祉
課
に
あ
る
申

　
込
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。

t
社
会
福
祉
課

　
☎
(32)
１
５
３
３

　
℻
(36)
０
７
７
５

t
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
５
５︵
９
２
７
︶０
１
１
９

　
℻
０
５
５︵
９
２
７
︶３
１
１
９

■
休
日
当
番
医
の
お
知
ら
せ

t
休
日
当
番
医
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
☎
０
５
７
０
︵
０
６
︶４
３
０
７

■
火
災
・
救
助
な
ど
の
お
知
ら
せ

t
消
防
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

　
☎
(36)
９
９
８
８

税制改正
　29年度税制改正により、配偶者控除及び配偶者特別
控除の見直しが行われ、配偶者控除及び配偶者特別控
除の控除額などが改正されました。この改正は、30年
分以降の所得税、住民税について適用されます。
❶配偶者控除の控除額が改正されたほか、居住者の合
　計所得金額が1,000万円を超える場合には、配偶者控

　除の適用を受けることができないこととされました。
❷配偶者特別控除の控除額が改正されたほか、対象と
　なる配偶者の合計所得金額が38万円超123万円以下
　とされました。

t課税課　☎32-1271

　東海税理士会熱海支部では、11月の「税を考える
週間」協賛事業として、無料税務相談を行います。税
金についてお悩みの人など、ご相談ください。

日　時　11月16日（金）　14時～16時
会　場　市役所低層棟２階中会議室
相談員　東海税理士会熱海支部会員

t東海税理士会熱海支部　☎32-3655

　11月11日～17日は「税を考える週間」です。市内
の児童・生徒の皆さんから応募のあった税に関する作
品の展示を行います。

日　程　11月17日（土）～25日（日）
会　場　マックスバリュ伊東広野店
内　容　「税の標語」「作文・習字・ポスター」作品展
　示

t熱海税務署　☎81-3438

日　時　11月20日（火）
会　場　観光会館別館
内　容
①年末調整等説明会（法人及び個人の源泉徴収義務者）
　10時～11時30分
②消費税軽減税率制度等説明会（法人及び個人の事業
主）
　11時30分～12時30分
③青色申告決算説明会（個人の青色申告者）
　13時30分～15時
④消費税軽減税率制度等説明会（法人及び個人の事業
主）
　15時～15時40分
※②と④の内容は同じです。また、商工会議所による
　補助金などの説明も行います。
※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用く
　ださい。

t熱海税務署法人課税部門　☎81-3529

　熱海税務署個人課税部門　☎81-3518

税制改正
配偶者控除及び配偶者特別控除の見直しについて

年末調整・青色申告決算説明会
消費税軽減税率制度等説明会無料税務相談

税の作品展

～900万円

居住者の合計所得金額

所得税（住民税（万円））控除額

配偶者
控　除

配偶者控除・配偶者特別控除一覧表

配偶者
特　別
控　除

～950万円 ～1,000万円 1,000万円超

38万円（33） 26万円（22） 13万円（11）

48万円（38） 32万円（26） 16万円（13）

38万円（33） 26万円（22） 13万円（11）

36万円（33） 24万円（22） 12万円（11）

31万円（31） 21万円（21） 11万円（11）

26万円（26） 18万円（18） 09万円（09）

21万円（21） 14万円（14） 07万円（07）

16万円（16） 11万円（11） 06万円（06）

11万円（11） 08万円（08） 04万円（04）

06万円（06） 04万円（04） 02万円（02）

03万円（03） 02万円（02） 01万円（01）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－－123万円超～123万円以下 － －

120万円超～123万円以下

115万円超～120万円以下

110万円超～115万円以下

105万円超～110万円以下

100万円超～105万円以下

95万円超～100万円以下

90万円超～095万円以下

85万円超～090万円以下

38万円超～085万円以下
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額

老人配偶者

38万円以下～123万円以下
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　平成16年６月の消防法の一部改正
により、平成18年６月１日から住宅
用火災警報器の設置が義務化されま
した。平成18年以前に建てられた住
宅においては、市の条例により平成
21年６月１日から義務設置となりま
した。
　住宅用火災警報器は、古くなると
電子部品の寿命や電池切れなどで、
火災を感知できなくなるため、10年
を目安に機器本体の交換を推奨して
います。
　設置が義務化されてからすでに10
年が経過していますので、皆さんの
家庭に設置されている住宅用火災警
報器について、該当する機器は交換
設置をお願いします。

忘れてない？　サイフにスマホに火の確認
t駿東伊豆消防本部伊東消防署（代表）　☎38-0119

秋季火災予防運動 11月９日(金)～15日(木)

住宅用火災警報器の交換

電池及び機器寿命（約10年を目安）

新築時に設置

設置後10年目安で交換

30年度全国統一標語

平成18年６月１日以降の
新築住宅

条例で定められた期日
（平成21年６月１日）

までに設置

平成31年頃に交換

平成18年６月１日以前に
建てられた住宅

　
消
防
総
合
演
習

　
伊
東
消
防
署
と
伊
東
市
消
防
団

で
は
、
消
防
総
合
演
習
を
行
い
ま

す
。
会
場
付
近
で
は
、
消
防
車
な

ど
の
緊
急
車
両
が
走
行
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
間
違
え
な
い
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
時
・
会
場
は
左
記
の
と
お
り

で
す
。

日
時
と
会
場

11
月
９
日
㈮

・
午
前
７
時
20
分
こ
ろ

　
伊
東
市
役
所
周
辺

・
午
前
10
時
30
分
こ
ろ

　
富
戸
、
市
立
富
戸
小
学
校

t
伊
東
消
防
署

　
☎
(38)
０
１
１
９

　
救
命
講
習

　
伊
東
消
防
署
で
は
、
誰
で
も
応

急
手
当
が
で
き
る
よ
う
救
命
講
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
応
急
手
当

を
覚
え
て
尊
い
命
を
救
い
ま
し
ょ

う
。
開
催
日
や
申
込
方
法
は
、
駿

東
伊
豆
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

t
伊
東
消
防
署

　
☎
(38)
０
１
１
９

メ
ー
ル
１
１
９
番
登
録
の
受
付

　
駿
東
伊
豆
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー

で
は
、
携
帯
電
話
か
ら
の
メ
ー
ル

で
１
１
９
番
通
報
が
で
き
る
シ
ス

テ
ム
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
聴
覚
障
害
や
言
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税制改正
　29年度税制改正により、配偶者控除及び配偶者特別
控除の見直しが行われ、配偶者控除及び配偶者特別控
除の控除額などが改正されました。この改正は、30年
分以降の所得税、住民税について適用されます。
❶配偶者控除の控除額が改正されたほか、居住者の合
　計所得金額が1,000万円を超える場合には、配偶者控

　除の適用を受けることができないこととされました。
❷配偶者特別控除の控除額が改正されたほか、対象と
　なる配偶者の合計所得金額が38万円超123万円以下
　とされました。

t課税課　☎32-1271

　東海税理士会熱海支部では、11月の「税を考える
週間」協賛事業として、無料税務相談を行います。税
金についてお悩みの人など、ご相談ください。

日　時　11月16日（金）　14時～16時
会　場　市役所低層棟２階中会議室
相談員　東海税理士会熱海支部会員

t東海税理士会熱海支部　☎32-3655

　11月11日～17日は「税を考える週間」です。市内
の児童・生徒の皆さんから応募のあった税に関する作
品の展示を行います。

日　程　11月17日（土）～25日（日）
会　場　マックスバリュ伊東広野店
内　容　「税の標語」「作文・習字・ポスター」作品展
　示

t熱海税務署　☎81-3438

日　時　11月20日（火）
会　場　観光会館別館
内　容
①年末調整等説明会（法人及び個人の源泉徴収義務者）
　10時～11時30分
②消費税軽減税率制度等説明会（法人及び個人の事業
主）
　11時30分～12時30分
③青色申告決算説明会（個人の青色申告者）
　13時30分～15時
④消費税軽減税率制度等説明会（法人及び個人の事業
主）
　15時～15時40分
※②と④の内容は同じです。また、商工会議所による
　補助金などの説明も行います。
※駐車場がありませんので、公共交通機関をご利用く
　ださい。

t熱海税務署法人課税部門　☎81-3529

　熱海税務署個人課税部門　☎81-3518

税制改正
配偶者控除及び配偶者特別控除の見直しについて

年末調整・青色申告決算説明会
消費税軽減税率制度等説明会無料税務相談

税の作品展

～900万円

居住者の合計所得金額

所得税（住民税（万円））控除額

配偶者
控　除

配偶者控除・配偶者特別控除一覧表

配偶者
特　別
控　除

～950万円 ～1,000万円 1,000万円超

38万円（33） 26万円（22） 13万円（11）

48万円（38） 32万円（26） 16万円（13）

38万円（33） 26万円（22） 13万円（11）

36万円（33） 24万円（22） 12万円（11）

31万円（31） 21万円（21） 11万円（11）

26万円（26） 18万円（18） 09万円（09）

21万円（21） 14万円（14） 07万円（07）

16万円（16） 11万円（11） 06万円（06）

11万円（11） 08万円（08） 04万円（04）

06万円（06） 04万円（04） 02万円（02）

03万円（03） 02万円（02） 01万円（01）

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－－123万円超～123万円以下 － －

120万円超～123万円以下

115万円超～120万円以下

110万円超～115万円以下

105万円超～110万円以下

100万円超～105万円以下

95万円超～100万円以下

90万円超～095万円以下

85万円超～090万円以下

38万円超～085万円以下
配
偶
者
の
合
計
所
得
金
額

老人配偶者

38万円以下～123万円以下

21 2018.11 広報いとう 20



SUN10.7SAT10.6

MON9.17SUN9.16

SUN10.7SAT10.6

■こども閲覧室の利用について

　児童書コーナー奥に「こども閲覧室」があります。床にマ

ットを敷いた部屋で、赤ちゃん連れの人も安心して利用で

きます。なお、土曜おはなし会など、図書館の行事で使用

しているときは利用できませんので、ご了承ください。

■今月の休館日

　毎週月曜日、11月３日(土・祝)、11月23日(金・祝)、11月30日(金)

としょかんinformation

主な新着図書のご紹介今月のオススメ図書

近年、子どもが被害者となる事件が後を絶ちません。家

族や地域が子どもたちをどのように守るか、子ども自身

が自分を守るためにはどうすれば良いか。この本では年

齢に合わせた防犯対策が紹介されています。お子さんと

一緒に防犯について考えてみてはいかがでしょうか。

『うちの子、安全だいじょうぶ？』
宮田　美恵子／新読書社

「チンゲン菜入り酢さば」

エネルギー

195kcal

たんぱく質

7.6g

脂　　質

11.0g

カルシウム

35mg

塩　　分

1.1g

学校給食シリーズ39（八幡野小学校給食室より）

今月の健康レシピ

●栄養価（１人分）

秋まつり（湯川）

観光会館で開催され、五色の華やかな衣裳を身に纏った田
楽法師たちが躍動感あふれる舞や演奏で観客を魅了しま
した。公演前には、漫才コンビ「やるせなす」石井康太さん
のトークや熱海高校、伊豆総合高校の演奏も行われました。

第21回伊東大田楽

湯川地区の秋まつり（湯川鹿島神社秋季大祭）が催されま
した。重量約１トンの御輿を32人の若衆らが担ぎ、町内を
練り歩きました。海上安全と豊漁を祈るこの秋まつりで
は、御輿を担いだまま海に入る「海上渡御」が行われました。

秋まつり（八幡野）

松原地区の秋まつり（八幡神社例祭）が催されまし
た。湯川地区の秋まつりと同様、海上安全と豊漁を
祈り、御輿の「海上渡御」が執り行われ、御輿を担い
だ若衆らが50m～60mの沖合まで入りました。

秋まつり（松原）

●材料（２人分）
さば…………60g
片栗粉………15g
揚げ油………適量
にんにく……１g
チンゲン菜…40g
ピーマン……１個
にんじん…1/2本
玉ねぎ………１個
干し椎茸……２枚
炒め油…小さじ1/2
片栗粉…小さじ１

【下味】
しょうが…………４g
しょうゆ…小さじ1/2
酒…………小さじ1/2
【調味料】
鶏がらスープ……10g
水………………40cc
砂糖…………小さじ２
しょうゆ…大さじ1/2
酢……………小さじ１
ケチャップ…小さじ１

●作り方
①さばは角切りにして下味をつけ、片栗粉をまぶ
　して油で揚げる。
②にんにくはみじん切り、チンゲン菜は3㎝に切り、
　ピーマンは乱切り、にんじんはいちょう切り、玉
　ねぎはくし切り、椎茸は戻して色紙切りにする。
③フライパンに油をひき、にんにくを炒め、椎茸、
　にんじん、玉ねぎの順に炒める。
④調味料を加えて煮る。
⑤チンゲン菜とピーマンを加える。
⑥①を入れてさっと煮て、水溶き片栗粉でとろみ
　をつけて出来上がり。

SAT9.22
◆第４回伊東朗読の会ひびき発表会◆

日　時

　11月11日㈰　13時30分〜15時

会　場

　生涯学習センター中央会館

入　場

　無料・申込不要です（中学生以

　上対象）。

連絡先

　生涯学習センター中央会館

　上原　☎36-5411

主　催

　教育委員会生涯学習課

協　力

　伊東朗読の会　ひびき

内　容

　昔話、文学作品、エッセイなど

耳からのイメージで「おはなしの

世界」を届けます。

◆伊豆パークゴルフ愛好会◆

代表者・連絡先

　㈹野口順規　☎080-8255-5349

　　髙橋直子　☎070-5588-4890

活動場所

　伊豆ぐらんぱる公園

活動日時

　毎週水曜日　９時10分〜12時30分

会員数

　男性18人、女性25人　計43人

会　費

　毎回600円、入会金500円、年間600円

内　容

　「家に閉じこもらずに外に出よう」

をスローガンに芝生の上で１本の

クラブでボール打ち。体力維持、

リハビリに最適。気軽に楽しめま

す。ほかの曜日希望の人は、ほか

の会をご紹介します。関心ある人

はまずご連絡を！

◆コーロ・アイリス◆

代表者・連絡先

　本間ちとせ　☎54-9131

活動場所

　八幡野コミュニティセンター

　生涯学習センター池会館

活動日時

　第２・３・４金曜日　13時〜15時

会員数

　男性０人、女性16人　計16人

会　費

　毎月3,000円

内　容

　皆で声を合わせて、色んな曲に

挑戦しています。歌は健康と美容

に良いとか。皆さんも歌ってみま

せんか？

16日は御神幸行
列が、神社から八
幡野港近くのお
仮屋まで、粛々と
お下りをし、お上
りとなる17日は、
御神幸行列の後
に、若衆らによる
重さ約70㎏の万
灯をはじめ、各町
内会による賑や
かな山車やシャ
ギリが続きまし
た。

（連）

としょかん t伊東図書館　☎36-7433

書　名 著　者

帝都探偵大戦

あなた

牧水の恋

地球星人

変わったタイプ

走り続ける力

伊賀のキャベ丸

ケイゾウさんの春・夏・秋・冬

1

2

3

4

5

6

7

8

芦辺　拓

大城　立裕

俵　万智

村田　沙耶香

トム・ハンクス

山中　伸弥

川端　誠

市川　宣子

だより

ほか児童書も含め、多数購入しています。

PH TO
とびっきり！

９月　10月
ワクワク ～応援します！あなたの生涯学習～ t生涯学習課　

☎32-1961
℻37-8117伝言板

イベント告知イベント告知イベント告知 新規会員募集新規会員募集新規会員募集 新規会員募集新規会員募集新規会員募集
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☎32-1961
℻37-8117伝言板

イベント告知イベント告知イベント告知 新規会員募集新規会員募集新規会員募集 新規会員募集新規会員募集新規会員募集
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※市役所からのお知らせや緊急情報はケーブルテレビCVAとFMなぎさステーション76.3ＭＨzで放送しています。

いつも仲良し♡
かいり とうり

栗原　海里ちゃん　燈里くん

市内の子どもたちを紹介します

　
松
さ
ん
は
地
魚
に
対
す
る
情
熱

や
思
い
が
大
変
強
く
、
魚
の
仕
入

れ
に
い
た
っ
て
は
、
よ
り
良
い
も

の
を
仕
入
れ
る
た
め
、
伊
東
魚
市

場
だ
け
で
は
な
く
稲
取
か
ら
仕
入

れ
る
ほ
ど
の
こ
だ
わ
り
で
す
。
ま

た
、
直
接
漁
師
さ
ん
に
連
絡
を
と

り
、
魚
の
状
況
を
聞
い
て
い
る
と

の
こ
と
。
朝
獲
れ
の
新
鮮
な
地
魚

を
提
供
す
る
た
め
に
は
、
水
揚
げ

情
報
は
大
変
貴
重
で
す
。

　
そ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
そ
の
日

の
水
揚
げ
状
況
に
よ
っ
て
決
ま
っ

て
き
ま
す
が
、
姿
を
使
い
豪
快
に

盛
り
込
ん
だ
刺
身
定
食
は
見
た
目

も
イ
ン
パ
ク
ト
大
で
す
！

　
ペ
ッ
ト
同
伴
可
能
な
席
も
あ
り
、

ペ
ッ
ト
連
れ
に
は
嬉
し
い
サ
ー
ビ

ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　　　近くのコナラの
　　　　大木が枯れてき
　　　　ていて、体長５
㎜くらいの小さな虫が原
因のようです。
対策が必要ではないでし
ょうか。

みんなの声 意見箱、市長への手紙などで寄せられる皆さんの声を紹介します。

　　　　今年は７月から８月にかけて皆さんから情報提供いただき、ナラ枯れ被害

　　　　を確認しています。ナラ枯れは県東部ではこれまで伊豆半島南部地域に多

　　　　く見られましたが、近年北上傾向にあり、近隣市町でも確認されています。

現状では巡回や皆さんからの情報により状況把握し、県へ報

告しています。ナラ枯れは広域的な対策が必要であるため、

引き続き県と協議していくとともに情報収集に努めます。

※ナラ枯れ…ナラ、カシ、シイの仲間が枯れる病気。木を枯

　らすのはカビの一種で、それをカシノナガキクイムシが運

　ぶ。

（４歳） （１歳）

アイドル 登場Soutan ＆ Kyochanの…

今月のつぶやき

ゼッタイに「美味い魚」がここにある！

伊豆・いとう地魚王国
加盟店を紹介します!

地魚通信 16

「伊東市は50年後の日本！？」

Ｋ：ええっ！？　伊東市の高齢化率（65歳以上の人口の割

　合）って41.3％なの！？

Ｓ：そうだよ（詳しくは４ページを参照）。恒例化している

　高齢化の話だけど、笑止（少子）！高齢化！なんて気軽

　に言える時代じゃないんだよ。

Ｋ：Soutanこそ変なダジャレばっか言ってる場合じゃない

　って（汗）。

Ｓ：ちなみに、平成29年版高齢社会白書によると、今の日

　本全体の高齢化率は27.3％だけど、2065年には38.4

　％になるらしい…。

Ｋ：今の伊東市は50年後の日本の縮図だね。日本の未来の

　ためにも、伊東市が先陣を切って医療や介護などの対

　策を推し進めていかないとね！

Ｓ：そのために、伊東市医師会の皆さんが日夜頑張ってく

　ださっているんだよ。

Ｋ：医師会の皆様。いつもありがとうございます！

城ヶ崎海岸駅から徒歩約１５分のところにあります。
素材は水揚げ次第なので、四季を通してどんな魚に出会えるかは来てのお楽しみ！

食
事
処

　松
■伊東市八幡野1124－43
■ 0557－53－0100
所
☎

国道135号

対島中
伊豆高原郵便局


	表紙
	P2　特集　続・伊東市医師会の責務
	P3　特集　続・伊東市医師会の責務
	P4　特集　続・伊東市医師会の責務
	P5　特集　続・伊東市医師会の責務
	P6　特集　続・伊東市医師会の責務
	P7　特集　続・伊東市医師会の責務
	P8　特集　続・伊東市医師会の責務
	P9　特集　続・伊東市医師会の責務
	P10　健康ひろば
	母子保健事業
	母子・父子自立支援員による相談事業
	お子さんの就学に必要な母子及び父子並びに寡婦福祉資金の貸付
	11月は児童虐待防止推進月間
	年に１回は大腸がん検診を受けましょう

	P11　健康ひろば
	39歳以下健康診査
	笑顔に自信を！歯っぴー噛む噛む教室
	11月〜１月はノロウイルス食中毒予防強化期間
	第27回ゆ〜ゆ〜健康講座
	伊東市民病院だより

	P12　行政トピックス
	全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間〜ひとりで悩まず、相談してください〜
	11月はエコドライブ推進月間〜地球と財布にやさしいエコドライブを始めよう〜
	11月は静岡県子供・若者育成支援強調月間
	民生委員・児童委員の紹介
	静岡県最低賃金の改正

	P13　行政トピックス
	浄化槽を使用している人は法定検査を受けましょう
	社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の発行
	市民不動産相談（無料）
	住宅リフォーム助成制度

	P14　行政トピックス
	第３期伊東市営天城霊園墓所使用者募集
	第７回全日本まくら投げ大会 in 伊東温泉参加者募集
	伊東市成人式
	第23回国際交流フェスタ in ITO
	ラグビーワールドカップ２０１９が静岡で開催！

	P15　行政トピックス
	マンション管理セミナー・相談会（無料）
	図書館ブックリサイクルサービス
	庭木せん定無料講習会
	第13回菓子まつりメイド IN 伊東
	納税相談会
	人口と世帯数
	市水道の平日・休日の修理

	P16　みんなの暦
	P17　相談案内
	P18　
	11月・12 月は県下一斉滞納整理強化月間

	P19
	静岡地方税滞納整理機構設立から10年
	市役所が使用する封筒に載せる広告を募集します

	P20
	税制改正　配偶者控除及び配偶者特別控除の見直しについて
	年末調整・青色申告決算説明会無料税務相談消費税軽減税率制度等説明会
	無料税務相談
	税の作品展

	P21　秋季火災予防運動
	P22
	ワクワク伝言板
	としょかんだより

	P23
	とびっきり！PHOTO
	今月の健康レシピ

	裏表紙
	地魚通信
	アイドル登場
	今月のつぶやき
	みんなの声


